
第５期わかちあいプラン　振り返りシート（令和6年度） 国府台地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
　　社協地区担当者、CSW

　　　　　　　　　　　　の取り組み
行政（市川市）の取り組み

テーマ１

　「お互いさま事業」の実施

　～身近な地域の支え合い～

・お互いさま事業の具体化

・お互いさま事業の実施状況

・お互いさま事業の充実

・民生委員と地域ケア相談員、高齢者サポートセンター職員、社協担当者で地域交流会を行い個別支援のケースつ

いて話し合った。

 ・実施している地区の視察を計画していたが実施できなかった

・コーディネーターに対する活動助成を行っ

た。

・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み

状況の報告をしていただく等の調整を図っ

た。

・お互いさま事業について、他地区の状況な

ど踏まえて会議等で説明を行った

・高齢者のちょっとした困りごとを支援する

人を養成し、担い手確保を促進するため、社

協のボランティア養成講座とコラボした「生

活支援サポーター養成研修」を実施した。修

了者のうち、実際にボランティア活動に従事

するようになった受講者がおり、地域での支

えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

　てるぼサロン

　　および

　地区社協事業の拡充

 ～“ふれあい”や

   “つながり”を育むために～

・てるぼサロンの充実

・地区社協事業の充実

・担い手の確保

・活動の場の確保

【てるぼサロンの運営・支援】

・ 自治会の掲示板を活用し、サロンのイベントPRを１年間続けて行ったのでサロンの参加者が増えた。

・ サロン関係者、自治会役員が声かけした結果、関係者の参加者が増えた

・サロン関係者を通じ、サロンの講師をお願い出来た

・給水スポットが設置され、気軽に立ち寄れる場所が確保、利用する方が増えた

【地区社協事業の開催】

・ 自治会の掲示板を活用し、地区社協のイベントPRを行った結果、参加者が増えた

・ 声かけなど積極的な参加を促したが大きな変化はなかった

・ 福祉委員・ボランティア等の人材の発掘には至らなかった

・ 自治会、こども会とコラボイベントが出来た

・事業助成金とサロン助成金を各地区社協に

対して行った。

・サロン活動支援講座、てるぼサロンまつり

を実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調

整・運営支援を行った。

・地域包括支援課のフレイル予防についての

アンケートをてるぼサロンで行い、サロン参

加者の健康に関する調査を行った

・高齢者のちょっとした困りごとを支援する

人を養成し、担い手確保を促進するため、社

協のボランティア養成講座とコラボした「生

活支援サポーター養成研修」を実施した。修

了者のうち、実際にボランティア活動に従事

するようになった受講者がおり、地域での支

えあい活動の醸成につながった。

・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し

てもらえるように、事業者へ資料の送付を

行った。

テーマ３

　地域連携の強化

　～地域における

　　　福祉課題の把握と対応～

・地域ケア拠点の充実

　※拠点の機能強化

・相談員会議の充実

　※相談機能の強化

　※個別ケースの検討

・地域ケアシステム推進連絡会の充実

　※地域における福祉課題の共有

　※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点の機能強化】

・来場者は増えたが相談件数が増えていない

【地域ケアシステム推進連絡会】

・コロナ渦以降、久しぶりに実施することが出来た

・事業報告だけでなく、地域の課題などについても話し合いが出来た

・推進委員に引き込めるように地区内の関係機関の子ども会、高齢者クラブ、諸団体に声かけをしたが成果がえら

れなかった

【相談員会議】

・年６回開催し、行政、高齢者サポートセンター、社協職員で情報共有することが出来た

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、

連携を図った。

・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域

との連携を図った。

・社協に入った地域住民からの個別相談に対

して、状況に応じて、地域で解決できないか

相談・調整を行った。

・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設

置に向け働きかけを行った。

・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地

域の課題把握、情報の共有を行った。

・相談員会議にて、地域ケアに来所者が来る

ための取り組みとして、他地区の状況を伝え

た。

・個別ケースについて相談に応じ専門機関へ

繋いだ。

・地域ケア会議に参加し、関係機関との連携

を図った。

・高サポ管理者・SCと定期的に会議を開催し

連携を図った。

・主に高齢者支援に関する地域課題の把握と

解決に向けて、地域の多様な主体が参加する

「地域ケア推進会議」を開催した。

・相談のあった方に対し、生活支援・社会参

加情報サイト「市川支え合いネット」や

「きょういくところ」等を使い、地域活動の

場を紹介した。

・生活支援サービスを提供する事業者に対

し、「市川支え合いネット」を周知し、登録

を働きかけた。

テーマ４

地域で行いたい新たな取り組み

　～新規事業や新たな提案～

・新規地区社協事業

・他団体との共催事業

・他団体の応援・育成事業

・地区サロン事業に自治会青少年部に声を掛け、大人と子どもが楽しめるイベントを行った ・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換

を図るための働きかけを行った。

・新規事業の取り組みについて会議等に参加

し、相談支援を行った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情

報共有を行った。
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第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 国分地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

【お互い様事業について】
・地区社協として協議を⾏い、検討中

・コーディネーターに対する活動
助成を⾏った。
・地区代表者連絡会で、実施地区
の取り組み状況の報告をしていた
だく等の調整を図った。

・お互いさま事業について役員会等において
協議検討を⾏い、実施地区の状況等の報告を
⾏う。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロン・地区社協事業について】
・昨年度まではコロナ禍の影響により３ヵ所での実施であったが、令和６年度はすべてのサロン（ほっとサロン、ハッピーサロ
ン♡いなこし、サロン⾵の⾕、サロン太陽根古屋、サロントマト、サロンセブン）が実施できた。
また、新規サロンとして「サロン平川なごみ」が２⽉よりスタートした。
・史跡巡り健康ウォークやふれあいグラウンドゴルフ⼤会を開催し、⾃治会と連携し広報周知することで参加者を募った。
・今年度は中国⼩学校の体育館にてふれあいの集いを開催し多くの⾼齢者が参加し、地域で活動している団体に演⽬の発表をし
てもらい地域交流の貴重な場となった。また、その準備などで福祉委員どうしの連携を深められた。
・地区社協便りを年２回発⾏し、地区社協事業や地域の活動などを掲載し活動の周知を⾏った。

【課題】
・地区社協の認知度がまだまだ低いので、積極的にPRを⾏う。
・新規参加者の獲得の⽅法について検討を⾏う。
・会場が遠く参加したくても参加できないとの声があるので、新たな会場での開催も検討する。

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各
地区社協に対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサ
ロンまつりを実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営⽀援を⾏った。
・新規サロン⽴ち上げに向け⽀援を⾏った。
・他地区での事業・活動について情報共有を
⾏った。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点について】
・地区社協便りを年２回発⾏しＰＲに努めた。
・市川社協の「てるぼオアシス（ウォーターサーバー」の設置に協⼒し、新しい⽅を含め地域住⺠の⽅が来所しやすい環境づく
りを⾏った。
・コミュニティソーシャルワーカーによる出張相談を⽉１回地域ケア拠点にて⾏った。
・年１回、相談員会議を実施した。（令和６年９⽉）

【地域ケアシステム推進連絡会のについて】
・年2回、連絡会を実施した。（令和６年９⽉・令和７年３⽉）
・国分地区の地域課題を元に関係機関に参加してもらい、課題の共有、制度・サービス等の理解を深めた。

【地域課題状況把握と対応の検討】
・役員会を定期的に開催し、地域の課題について話し合った。

【地域の福祉課題把握について】
・各会議に⾏政関係、社協、⾼齢者サポートセンター等の関係機関に参加していただき情報共有・連携を図った。

【課題】
・各会議の場にて地域課題の把握・共有を積極的に⾏い、地区社協の新たな事業の展開について検討を⾏う。

・相談員会議に出席して拠点の実
情把握等、連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に
出席し地域との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個
別相談に対して、状況に応じて、
地域で解決できないか相談・調整
を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーター
サーバー）設置に向け働きかけを
⾏った。

・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地
域の課題把握、情報の共有を⾏った。社協事
業・よりそい⽀援事業の報告発表を⾏う。
・個別ケースについて相談に応じ専⾨機関へ
繋いだ。
・エリア会議に参加し地域の情報共有を⾏
い、関係機関との連携を図った。
・SCとの意⾒交換会を定期的に開催し連携を
図った。

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。
・推進連絡会にて、「空き家対策」をテーマ
に講話を⾏った。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

・国分川鯉のぼりフェスティバルなどの地域のイベントへ参加し地区社協のPRを⾏うことを検討する。 ・地区代表者連絡会で、他地区と
の情報交換を図るための働きかけ
を⾏った。

・新規事業の取り組みについて会議等に参加
し、相談⽀援を⾏った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 曽谷地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

【お互いさま事業】
・令和6年度の実績
コーディネーター：6名、協⼒員：24名、
活動回数：145回
主な活動内容：買い物代⾏、電球交換、健康増進⽀援（卓球相⼿）、草むしりなど
・⾃治会を通じてのチラシ配布などの周知活動を⾏い、協⼒員・利⽤登録者は増加している。
・円滑に活動を⾏うためにコーディネーター会議を毎⽉開催。
・協⼒員に安⼼して活動をしてもらえるように協⼒員交流会を開催し、意⾒交換・情報共有を⾏った。

【課題】
・新たな協⼒員の発掘

・コーディネーターに対する活動助成を⾏っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・毎⽉開催のコーディネーター会議に参加し
情報共有を⾏い、活動に対しての助⾔を⾏っ
た。
・必要に応じ個別ケースの専⾨機関との橋渡
しをおこなった。
・協⼒員交流会に参加し安⼼して活動できる
ように情報交換を⾏った。
・利⽤者・協⼒員募集に関わるチラシ作成等
の協⼒を⾏う。
・新規ケースにはコーディネーターと共に訪
問を⾏った。
・他地区の状況の共有を⾏った。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロン・地区社協事業について】
・⼀般サロン3ヶ所を開催。
・各サロンでは地域住⺠のニーズに合わせた内容を検討し開催。
・⾼齢者サポートセンター、保健センター、⾏政等にサロンの講師として来ていただき連携を図った。
・昨年度に引き続き、家庭で料理をつくりインターネットを利⽤して投稿する「親⼦クッキングコンテスト」を開
催。学校と連携して審査を⾏い、料理写真を公⺠館にてパネル展⽰を⾏う
・広報部会を開催し、広報「なごみ」を年２回発⾏。地区社協事業や地域の活動などを掲載。地区社協事業の周知を
図り、お互いさま事業の協⼒員の募集、利⽤者の募集を同時に⾏う。
・ふれあいの集いを５ヵ所で開催し、多くの⽅に参加していただけた。

【課題】
・⼦どもと⾼齢者が関われるような事業について引き続き検討を⾏う。
・新しい⽅が参加しやすい環境づくりについて引き続き検討を⾏う。
・サロンの参加者が減少傾向のあるため、新たな参加者の確保、継続的に参加できる環境作りを⾏っていく。
・新たな周知⽅法としてITの活⽤を検討していく。

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各地区社協に
対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営⽀援を⾏った。
・他地区での事業・活動について情報共有を
⾏った。
・親⼦クッキングコンテスト等インターネッ
トを使⽤した事業実施について⽀援を⾏う。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点の状況】
・市川社協の「てるぼオアシス（ウォーターサーバー」の設置に協⼒し、新しい⽅を含め地域住⺠の⽅が来所しやす
い環境づくりを⾏った。

【地域ケアシステム推進連絡会の開催】
・コロナ禍より開催することができなかった、地域ケアシステム推進連絡会を開催。

【地域連携の強化】
各会議に⾏政関係、社協、⾼齢者サポートセンター、保健センター等の関係機関に参加していただき情報共有・連携
を図った。

【課題】
・会議への参加者が減少しているので、参加しやすい開催⽅法の検討を⾏う。

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを⾏った。

・個別ケースの対応への助⾔・⽀援を⾏っ
た。
・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地
域の課題把握、情報の共有を⾏った。
・エリア会議に参加し地域の情報共有を⾏
い、関係機関との連携を図った。
・SCとの意⾒交換会を定期的に開催し連携を
図った。

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

・ふれあい芸術祭の開催について検討を⾏っている ・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを⾏った。

・新規事業の取り組みについて会議等に参加
し、相談⽀援を⾏った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 大柏地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

【お互いさま事業】
・各会議題にて内容の共有を実施

・コーディネーターに対する活動助成を⾏っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・お互いさま事業について役員会等において
協議検討を⾏い、実施地区の状況等の報告を
⾏う。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロン】
・⼀般サロン6ヵ所、⼦育てサロン１ヵ所を実施
・⾃治会、⺠⽣委員児童委員の協⼒のもと、毎⽉
 サロンの開催周知を実施（掲⽰、回覧）

【地区社協事業】
・拠点を活⽤した新規事業「電話訪問」の検討を実施

【課題】
・地域が広範囲のため、サロン・地域ケア拠点に⾏けない住⺠がいる

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各地区社協に
対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営⽀援を⾏った。
・他地区での事業・活動について情報共有を
⾏った。
・拠点を活⽤した新規事業「電話訪問」実施
に向け相談⽀援。
・相談員研修会実施のため講師を調整

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点】
・相談員連絡会・地域ケア部会を年6回実施
・開所⽇は外の敷地内にのぼり旗を設置
・地区内サロン情報の集約、掲⽰物の作成を実施
・コミュニティソーシャルワーカーによる出張相談を⽉１回地域ケア拠点にて実施

【地域ケア推進連絡会】
・地区が広範囲のため、地域ケア推進連絡会を３ブロックに分かれて開催
・３ブロックにブロック⻑、副ブロック⻑を選任

【地域連携の強化】
・各会議に⾏政関係・社協・⾼齢者サポートセンター等の関係機関が参加し情報共有・連携を図った

【課題】
・地域ケア拠点が広く地域住⺠に知られていないので、引き続き積極的にPRを⾏う
・各会議の場にて地域課題の把握・共有を⾏い、地区社協の新たな事業展開について検討を⾏う

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを⾏った。

・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地
域の課題把握、情報の共有を⾏った。
・地域ケア拠点のPRを⾏うためののぼり旗・
掲⽰板等設置に向けて施設との調整を⾏っ
た。
・個別ケースについて相談に応じ専⾨機関へ
繋いだ。
・必要に応じてPC⼊⼒⽅法などを⽀援。
・エリア会議に参加し地域の情報共有を⾏
い、関係機関との連携を図った。
・SCとの意⾒交換会を定期的に開催し連携を
図った。

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

・期間内での検討事項
・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを⾏った。

・新規事業の取り組みについて会議等で他地
区の情報等を共有した。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 宮久保下貝塚地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

【お互いさま事業】
先進的に助け合い事業を⾏っている佐倉市の根郷地区、ユーカリが丘地区へ視察研修を⾏った。
視察内容を参考にお互いさま事業実施について今後も検討を進めていく。

・コーディネーターに対する活動助成を⾏っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・お互いさま事業について各会議おいて協議
検討を⾏い、実施地区の状況等の報告を⾏
う。
・視察研修の実施先の相談・調整を⾏う。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロンの状況】
すべてのサロンが通常開催。
⼦育てサロンの参加対象者（年齢）を⾒直し、参加者の増員につながった。

【地区社協事業の状況】
・「敬⽼友愛訪問」「あいさつ運動」「地域ふれあいグラウンドゴルフ⼤会」「寄り合い処で体操」等、地域の多
くの⽅の参加できる企画を実施。
・市バス利⽤し福祉委員バス研修を実施（佐倉市の助け合い事業視察）

【課題】
地区社協の認知度がまだまだ低いので、積極的にPRをおこなう。
・若い世代の参加者・担い⼿確保に向けて、各団体との連携についてはまだ⼗分には図れてはいない。

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各地区社協に
対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・⼦育てサロンの参加対象者（年齢）を⾒直
しの相談に乗る
・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営⽀援を⾏った。
・他地区での事業・活動について情報共有を
⾏った。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点の状況】
・毎⽇１４時から「寄り合い処で体操」を実施し、ケアへの来所者増加に繋がっている。
寄り合い処で体操：延べ1,772名参加
・⾼齢者サポートセンター、コミュニティソーシャルワーカーによる出張相談をそれぞれ⽉１回⾏っている。

【地域ケアシステム推進連絡会】
・コロナ禍より開催することができなかった、地域ケアシステム推進連絡会を開催（12⽉）

【地域連携の強化】
・宮久保⼩学校４年⽣の福祉教育、防災フェスタへ参加し、学校との連携を図った（⾞イス体験）
・地区社協として宮久保⼩のイベント等へのお⼿伝いを派遣するシステムを検討中。

【課題】
・地域ケアシステム推進連絡会へ関係団体等に参加してもらい、地域の課題の把握・共有を積極的に⾏っていく。
来年は宮久保⼩の先⽣に参加していただく予定。

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを⾏った。

・役員会・相談員会議等に参加し、地域の課
題把握、情報の共有を⾏った。
・地区内の⼩学校の福祉教育・防災、ふれあ
いフェスに福祉委員と参加。また学校を訪問
し教頭先⽣と地域課題の共有を⾏い連携を
図った。
・地域ケア拠点で⾏える新規活動について、
役員会等で助⾔を⾏った。
・エリア会議に参加し地域の情報共有を⾏
い、関係機関との連携を図った。
・SCとの意⾒交換会を定期的に開催し連携を
図った。

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

・地域ケアを活⽤した新たな集いの場の検討を⾏った。

【課題】
・会議等で把握した地域課題を元に新たな地区社協事業を検討していく。

・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを⾏った。

・新規事業の取り組みについて会議等に参加
し、相談⽀援を⾏った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 市川第一地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

【お互いさま事業】
・地域ケアシステム推進連絡会の場で、他地区の状況をCSWから報告された
・⼀⻫開催するのではなく、要望のある⾃治会・マンション単位で限定的に始めていく⽅法も検討

【課題】
・地区内でどのようなニーズが多いのか把握するとともに、担い⼿を確保していく
・⼈の⼿を借りることに抵抗がある⽅が、孤⽴したままになってしまう

・コーディネーターに対する活動助成を⾏っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・お互いさま事業について、他地区の状況な
ど踏まえて会議等で説明を⾏った

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロンの運営・⽀援】
・てるぼサロンの参加者は増えてきている
・夫婦での参加や友⼈を連れてこられる⽅が増え、新規参加者が増加傾向にある
・「⾚ちゃん広場」を廃⽌。新たな⼦育てサロンをNPOに依頼

【地区社協事業の開催】
・地域の⽅の⾝体を動かすことへの意欲が⾼く、⽊曜体操での参加者が増えている
・初めて「ふれあい会⾷会」を三会場に分けて開催した。⾝近な場での開催で少⼈数で密に関わることができた
・イベントにて2次元コードを活⽤した申し込み⽅法を導⼊するなど、周知⽅法を⼯夫したが、⼤きな変化は⾒ら
れなかった

【課題】
・⽊曜体操の参加者が多く、地域ケアでは若⼲狭くなってきている
・実施するイベントにより参加者の年齢層に偏りがあるため、事業を通した世代間交流が少ない
・「親⼦クッキング」は会場の関係で少⼈数しか参加できない

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各地区社協に
対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営⽀援を⾏った。
・てるぼサロンの必要性について、会議等で
説明を⾏った
・地域包括⽀援課のフレイル予防についての
アンケートをてるぼサロンで⾏い、サロン参
加者の健康に関する調査を⾏った

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

【地域拠点の強化機能の強化】
・地域ケア拠点により多くの地域住⺠の⽅に来ていただけるよう、ケア拠点の新たな活⽤⽅法を検討している
・PRの強化、⼯夫を⾏い（広報誌の検討）拠点の活⽤の活性化を図る

【地域ケアシステム推進連絡会・福祉委員会について】
・地域ケアシステム推進連絡会・福祉委員会を定期的に開催し、各関係機関と地域課題について共有と意⾒交換を
⾏っている

【相談員会議について】
・定期的に相談員会議を開催し、相談員同⼠での情報共有と意⾒交換を⾏う

【課題】
・地域ケアシステム推進連絡会は、地域課題に関する意⾒が出ることが少ない
・特別会計積み⽴ての運⽤について検討が必要

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを⾏った。

・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地
域の課題把握、情報の共有を⾏った。
・相談員会議にて、地域ケアに来所者が来る
ための取り組みとして、他地区の状況を伝え
た。
・個別ケースについて相談に応じ専⾨機関へ
繋いだ。
・地域ケア会議に参加し、関係機関との連携
を図った。
・⾼サポ管理者・SCと定期的に会議を開催し
連携を図った。

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

・既存の「ふれあい会⾷会」を三会場に分けて開催した
・パソコンを来年度購⼊し、相談員へパソコン研修を⾏い業務の効率化を図る

・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを⾏った。

・新規事業の取り組みについて会議等に参加
し、相談⽀援を⾏った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 市川第二地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

（お互いさま事業）
・お互いさま事業については地域ケア推進連絡会で、コミュニティソーシャルワーカーから他地区の状況等の説明
を受ける
・アンケートを取ったところ地域の中にお互いさま事業が必要な⽅がいることが分かる
・⾃治会単位・マンション単位での実施も検討

・コーディネーターに対する活動助成を⾏っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・お互いさま事業について、他地区の状況な
ど踏まえて会議等で説明を⾏った
・いくつかの⾃治会で開催を検討しており、
相談の応対を⾏った

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

（てるぼサロン）
・「やさしいヨガ」と「ピンポンクラブ」が開催場所の変更に伴い市川第⼀地区社協実施のサロンとなった
・「茶談サロン」が１⽉より新たに実施となった

（地区社協事業）
・「ふれあい七社めぐり」は、年２回実施した
・「ふれあいセンターまつり」は、コロナ禍以降５年ぶりに開催できた。ふれあいセンターが⼤規模改修中だった
ため、屋外会場も使⽤するなど開催を⼯夫した。各関係機関の協⼒もあり盛況であった。
・地区広報紙「ふれあいDai2」は、年２回発⾏した。内容は地区社協事業の⾏事周知報告の他、地区内各団体の⾏
事報告の情報が共有できた。
・福祉委員研修会は、市有バスを利⽤した研修会の開催ができた。
・「⼿⻑えび釣り会」と「男性料理教室」は中⽌

（課題）
・「ふれあい七社めぐり」は近年参加者が減少傾向にあるため、次回は募集⼈数を縮⼩し今後の動向を探ることと
した

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各地区社協に
対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営⽀援を⾏った。
・てるぼサロンの必要性について、会議等で
説明を⾏った
・新規サロンの⽴ち上げ準備を⾏った
・地域包括⽀援課のフレイル予防についての
アンケートをてるぼサロンで⾏い、サロン参
加者の健康に関する調査を⾏った

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

（地域ケア拠点）
・⽉〜⾦の１０〜１６時まで開所した
（地域ケア推進連絡会）
・地域ケア推進連絡会を年６回開催し、地域の福祉課題について情報共有された
（相談員会議の開催）
・相談員会議を年６回開催した

（課題）
・地域ケア推進連絡会にて地域の福祉課題に対する意⾒があまり出なかった
・地域ケアの来所者がコロナ前に⽐べると減少している

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを⾏った。

・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地
域の課題把握、情報の共有を⾏った。
・相談員会議にて、地域ケアに来所者が来る
ための取り組みとして、他地区の状況を伝え
た。
・個別ケースについて相談に応じ専⾨機関へ
繋いだ。
・地域ケア会議に参加し、関係機関との連携
を図った。
・⾼サポ管理者・SCと定期的に会議を開催し
連携を図った。

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

・地域ケアの場所を使って、体操など⼈が来るための企画を検討 ・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを⾏った。

・地域ケア周辺の施設利⽤について、⾏政と
調整を⾏った

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 真間地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

・地域課題に関するアンケート調査を⾏った。
・他機関との連携強化。
・地域情報の集約化と整理。

・コーディネーターに対する活動助成を⾏っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・相談を受けている地域の困りごとに関する
報告を会議等で⾏った

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

・⼦育て中の親⼦が集う、「⼦育てサロンにこにこ」は、令和６年１０⽉で、オープンして１００回⽬を迎え、参
加者延べ１８００⼈となった。
・「よってこカフェ」-脳トレ、体操に加え、⾼サポと連携し認知症講座の開催や終活についての話、配⾷サービ
スの試⾷会など様々なイベントを企画した。
・「サロンよってこ」-折り紙や絵⼿紙、ちりめん細⼯、団扇作りなど季節を感じる⼿芸を企画した。２⽉の「て
るぼサロンまつり」に出店し⼤盛況だった。
・「ボディケアクラブ」-現役の若⼿プロキックボクサーを講師に、ストレッチ、軽い筋トレやボクササイズを⾏
い、男性参加者も増えている。
・「ラジオ体操」-恒例の夏季ラジオ体操は、８⽇間で延べ約2,000⼈の参加があった。⼆中のボランティアクラブ
がスタンプ押しなどで⼿伝ってくれた。
・「真間⼩学校七⼣まつり」-⼦どもたちが短冊に思い思いの願い事を込めて笹の葉に飾った。
・「ふれあい演芸会」-集会所にて開催。地域の芸達者やボランティアグループ、プロのソプラノ歌⼿など盛りだ
くさんの内容で、各⾃治会とも連携し⼤好評だった。
・「ふれあい交流会」-昨年度は、インフルエンザの⼤流⾏で中⽌となったが、今年度は、学校との調整を図り開
催することができた。１年⽣３クラスに地域の名⼈たちが⾊々な昔遊びを教え、⼦どもたちに喜ばれた。後⽇、⼦
どもたちよりお礼の⾔葉が届き、よってこに掲⽰した。

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各地区社協に
対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営⽀援を⾏った。
・地域包括⽀援課のフレイル予防についての
アンケートをてるぼサロンで⾏い、サロン参
加者の健康に関する調査を⾏った

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

・「ギャラリー展」-地域の⽅の写真、油絵・⽔彩、⾰細⼯、書道や真間⼩、須和⽥の丘⽀援学校の作品など毎⽉
替わりで展⽰をした。ギャラリー展をきっかけに来所される⽅も増えた。
・「相談員研修」の実施-保健所職員による研修会を実施し、「精神障害」について理解を深めた。よってこでは
困難ケースの相談が多いので、引続き関係機関との連携をしていく。
・「よってこ」のレイアウトについて利便性と安全⾯を考慮し机、イスの配置換えをし、拠点活⽤の活性化を図っ
た。
・「PRの強化」-地区社協独⾃のホームページの設置・更新を⾏っている。また広報誌を年２回発⾏しPRを⾏って
いる。
・「よってこ」は⾼齢者対象と認識されているようで、若い年齢層の来所者が少ないように感じるので、もっと広
く地域にPRする必要がある。
・「よってこルール」決まりごとについて検討し、それを利⽤者と共有しよってこを快適に利⽤できるようにし
た。
・新たな相談員を増やすには、ほぼボランティアの今の報酬では、新規の相談員の勧誘は困難。
・⾷事を提供できるイベントで、より多くの⼈が参加できないか模索したい。

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを⾏った。

・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地
域の課題把握、情報の共有を⾏った。
・相談員研修に関する講師の調整を⾏った。
・個別ケースについて相談に応じ専⾨機関へ
繋いだ。
・地域ケア会議に参加し、関係機関との連携
を図った。
・⾼サポ管理者・SCと定期的に会議を開催し
連携を図った。

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

・真間地区⾃治会連合会⾃主防災訓練に参加し地域連携を図った。
・真間⼩学校区防災拠点協議会避難所運営訓練に参加。
・第４回KUGURU展に参加

・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを⾏った。

・新規事業の取り組みについて会議等に参加
し、相談⽀援を⾏った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 菅野・須和田地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

【お互いさま事業】
・令和6年度の実績
 コーディネーター：3名
 協⼒員：18名
 利⽤登録者：2名
主な活動内容：ゴミ出し
・⾃治会を通じてのチラシ配布などの周知活動を⾏い、協⼒員・利⽤登録者は増加している

【課題】
・協⼒員との連絡⼿段や仕組みの⾒直し
・利⽤者から依頼が⼊り実際に活動する流れをスムーズに⾏う
・協⼒員と利⽤者との迅速なマッチングを⼼掛ける
・協⼒員のサポート体制を強化する

・コーディネーターに対する活動助成を⾏っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・新規ケース等の訪問⽀援を⾏った。
・個別ケースの対応⽀援を⾏った。
・ライオンズマンション南市川お互いさま事
業相談窓⼝の開設⽀援を⾏った。
・市と共催で実施したボランティア講座にお
いて、お互いさま事業について説明し、協⼒
員の確保に繋げた。
・周知活動の⽀援を⾏った

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロン・地区社協事業について】
・⼀般サロン5ヶ所・⼦育てサロン3ヶ所を開催
・菅野⻄⾃治会館サロン（囲碁・将棋）継続
・ナグさん体操サロン（⾼齢者体操）継続
・不動院サロン（囲碁・将棋）廃⽌
・「東菅野・菅野・須和⽥オリンピック」は、⼤⼈164名⼦ども161名が参加された
→今年度から参加された⼦どもにクッキーを配布
・「ふれあい快⾷会」は、多くの⽅に参加していただけるよう開催⽇を4⽇間、場所を3か所に増やした
→合計で54名が参加された
・数年ぶりに福祉委員研修を実施
・広報誌を年２回⾃治会を通して全⼾配布

【課題】
・サロンの会場確保
・サロン開催場所を適切に利⽤していただくため、参加者に共通認識していく
・「東菅野・菅野・須和⽥オリンピック」は、東菅野・菅野・須和⽥地区外の⽅が参加された時の対応⽅法
・「ふれあい快⾷会」は、申込み⽅法を⾒直す

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各地区社協に
対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・新規サロンの⽴ち上げに向け⽀援を⾏っ
た。
・既存サロンの運営について⽀援を⾏った。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点の状況】
・地域ケア拠点が(⽕)〜(⾦)10時〜16時で開所されている
・相談員が2⼈増員された

【地域ケアシステム推進連絡会の開催】
・地域ケアシステム推進連絡会を年４回(1/3カ⽉)開催している
・地域ケアシステム推進連絡会では、地域住⺠（⾃治会、⺠⽣委員、⼦ども会、⾼齢者クラブ等）の他、⾏政・市社
協・⾼齢者サポートセンターが参加している

【地域連携の強化】
各会議に⾏政関係、社協、⾼齢者サポートセンター、てるぼサロンの主催者等の関係機関に参加していただき情報共
有・連携を図った

【課題】
・相談件数が少ないため、地域ケア拠点の広報を強化
・地域ケア拠点の環境整備
・会議に⽋席された⾃治会⻑との情報共有の⾒直し

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを⾏った。

・各会議に参加・助⾔を⾏った。

・事業の様⼦などをわかりやすく共有できる
よう、会議でプロジェクターを⽤いて写真を
投影するなどして説明を⾏った。

・会議での交流しやすい環境づくりの⽀援を
⾏った。（席札の作成等）

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを⾏った。

・地区社協と障がい者団体等が協働で⾏う交
流イベントの⽀援を⾏った。（あいあい秋ま
つり）

・新規事業の取り組みについて会議等に参加
し、準備等の⽀援を⾏った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



第５期わかちあいプラン　振り返りシート（令和6年度） 八幡地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
　　社協地区担当者、CSW
　　　　　　　　　　　　の取り組み

行政（市川市）の取り組み

テーマ１
　「お互いさま事業」の実施
　～身近な地域の支え合い～

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

【お互いさま事業】
・会議において、地区内の困りごとを抱えた方のケースについて共有することができた。
【課題】
・地区内で、具体的にどのようなことに困っているのか実情を把握することが必要である
・他地区の取り組みを参考に、八幡地区内での「お互いさま事業」の実施に向けて、方向性を協議する

・コーディネーターに対する活動助成を行っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図った。

・お互いさま事業について、会議等において
実施地区の状況や圏域内の個別ケースからみ
る福祉課題の報告を行った。

・高齢者のちょっとした困りごとを支援する人
を養成し、担い手確保を促進するため、社協
のボランティア養成講座とコラボした「生活
支援サポーター養成研修」を実施した。修了
者のうち、実際にボランティア活動に従事する
ようになった受講者がおり、地域での支えあ
い活動の醸成につながった。

テーマ２

　てるぼサロン
　　および
　地区社協事業の拡充
　
 ～“ふれあい”や
   “つながり”を育むために～

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い手の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロン・地区社協事業について】
・民間企業（メガロス等）や学校と協働し、地域のつながりや多世代交流を意識した事業を実施することができた。
・福祉講演会に「市川市の歴史」を取り入れたことで、男性を中心とした地元の歴史に関心が高い新たな層の参加者
へ向け地区社協事業のＰＲを行うことができた

【課題】
・てるぼサロンの周知方法（チラシ等）の工夫
・今年度の各事業内容について検証し、見直しを行う
・民間企業（メガロス等）や学校等と協働し、今後も継続して事業を企画・実施していく
・小・中学校と連携し、地域との交流の機会をもつ
・健康体操の担い手確保と開催場所の増設を検討する
・地区社協事業に新規参加者を増やすための工夫をする（HPに写真や動画を活用）

・事業助成金とサロン助成金を各地区社協に
対して行った。
・サロン活動支援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営支援を行った。
・新規サロン立ち上げについて相談を受け、
調整を行った。
・地区社協事業にて、参加者にアンケートを
実施し、新たな担い手の確保に努めると同時
に、その都度事業の見直しを行い情報共有し
た。

・高齢者のちょっとした困りごとを支援する人
を養成し、担い手確保を促進するため、社協
のボランティア養成講座とコラボした「生活
支援サポーター養成研修」を実施した。修了
者のうち、実際にボランティア活動に従事する
ようになった受講者がおり、地域での支えあ
い活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供して
もらえるように、事業者へ資料の送付を行っ
た。

テーマ３

　地域連携の強化

　～地域における
　　　福祉課題の把握と対応～

・地域ケア拠点の充実
　※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
　※相談機能の強化
　※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
　※地域における福祉課題の共有
　※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点の状況】
・地域ケア拠点は月～金10～16時で開所している
・相談員が２名増員された
・相談員会議が2ヵ月に1回定期開催している
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）の設置
・令和6年度の合計件数
　　電話件数：422件　　　来所者数：1215名　　　相談件数：８件（電話４・来所４）
　
【地域ケアシステム推進連絡会の開催】
・地域ケアシステム推進連絡会を年6回開催している
・地域住民（自治会、民生委員、子ども会、高齢者クラブ等）のほか、行政・高齢者サポートセンター・市社協が参
加している
・地区活動を推進していくうえで、参加者へ研修の機会をつくる

【地域連携の強化】
・地区内の横のつながりの連携の強化

【課題】
・独居高齢者が増加している。独居高齢者をどのように地域で見守っていくか仕組みづくりが必要である
・地区内に空き家の問題があり、また訪問販売や空き巣等の被害も増えている。

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、連
携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に入った地域住民からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか相
談・調整を行った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを行った。

・相談員会議を定期開催できるよう調整し、
会議では拠点の実情把握等、相談員との連携
を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地
域の課題把握、情報の共有を行った。
・地区内の民間企業や関係機関・団体へ会議
開催について、連絡・調整を行い、連携を
図った。
・てるぼオアシス設置のPRのため、他団体へ
協力依頼した。
・高サポ管理者・SCと定期的に会議を開催し
連携を図った。

・主に高齢者支援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった方に対し、生活支援・社会参
加情報サイト「市川支え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・生活支援サービスを提供する事業者に対
し、「市川支え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で行いたい新たな取り組み
　～新規事業や新たな提案～

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

・小学校や民間企業、関係機関・団体と連携し、多世代交流ができる新規イベントを開催。
・地域ケアが住民交流の場となるよう、活用方法について検討した。

・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを行った。

・市内の中心部に伴い、開催場所の確保に課
題があったが、民間企業（メガロス）や小学
校等と関係の構築に努め、多世代でも交流で
きる「場」を確保できるよう支援した。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を行った。



第５期わかちあいプラン　振り返りシート（令和6年度） 市川東部地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
　　社協地区担当者、CSW
　　　　　　　　　　　　の取り組み

行政（市川市）の取り組み

テーマ１
　「お互いさま事業」の実施
　～身近な地域の支え合い～

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

【お互いさま事業】
・令和7年４月より、２カ所の自治会にて実施となる。

【課題】
・自治会内で、困りごとを抱えた方の把握
・事業の周知方法
・コーディネーターや協力員の確保
・運営方法の確立

・コーディネーターに対する活動助成を行っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・お互いさま事業の開始に向けて、各自治会
にアンケートを実施し、説明を行った。
・事業開始に向けて、運営方法ついて協議
し、地区社協内で共有した。
・圏域内の個別ケース等からみえる地域課題
について、会議で報告し情報共有を行った。

・高齢者のちょっとした困りごとを支援する
人を養成し、担い手確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「生
活支援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での支
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

　てるぼサロン
　　および
　地区社協事業の拡充
 ～“ふれあい”や
   “つながり”を育むために～

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い手の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロン】
・新規サロンが加わり、一般サロンが15ヶ所となった
・チラシの配布により、参加者を増やすことができた
・住民のニーズに即したサロン内容で開催できた

【地区社協事業】
・事業部会にて検討した結果、既存事業に加え、新たに「バスツアー」を企画実施できた
・多世代の方々に参加いただき、地域住民の交流の機会となった

【課題】
・サロンの開催場所に偏りがある
・各サロンの状況把握と周知が必要
・イベントの受付方法について検討する
・世代間交流ができる事業を引き続き検討する
・広報部を立ち上げ、事業周知

・事業助成金とサロン助成金を各地区社協に
対して行った。
・サロン活動支援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営支援を行った。
・新規サロン立ち上げの支援を行った。
・サロンを継続するため、他機関と連携し、
新たな担い手の確保に努めた。
・地区社協事業の運営のサポートを行い、地
域住民の交流の機会を設けた。

・高齢者のちょっとした困りごとを支援する
人を養成し、担い手確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「生
活支援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での支
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
行った。

テーマ３

　地域連携の強化

　～地域における
　　　福祉課題の把握と対応～

・地域ケア拠点の充実
　※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
　※相談機能の強化
　※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
　※地域における福祉課題の共有
　※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点の状況】
・市川社協の「てるぼオアシス（ウォーターサーバー」の設置に協力し、新しい方を含め地域住民の方が来所しや
すい環境づくりを行った

【地域ケアシステム推進連絡会の開催】
各会議に行政関係、社協、高齢者サポートセンター、保健センター等の関係機関に参加していただき情報共有・連
携を図った。

【課題】
・地域ケアの役割について周知する
・相談ケースについての対応方法
・地域課題を情報共有できるような開催方法の検討

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に入った地域住民からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を行った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを行った。

・相談員会議では拠点の実情把握等、相談員
との連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地
域の課題把握、情報の共有を行った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）PR
のため、施設へ協力依頼し、利用者の拡充を
図った。
・高サポ管理者・SCと定期的に会議を開催し
連携を図った。

・主に高齢者支援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった方に対し、生活支援・社会参
加情報サイト「市川支え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・生活支援サービスを提供する事業者に対
し、「市川支え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で行いたい新たな取り組み
　～新規事業や新たな提案～

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

【新規事業】
「史跡めぐりバスツアー」を実施し、地域住民の交流を図ることができた。

・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを行った。

・新規地区社協事業の検討・実施に向け働き
かけを行った。
・地区内の地域資源発掘のため、関係機関と
連携し活動した。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を行った。



第５期わかちあいプラン　振り返りシート（令和6年度） 信篤・ 二俣地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
　　社協地区担当者、CSW
　　　　　　　　　　　　の取り組み

行政（市川市）の取り組み

テーマ１
　「お互いさま事業」の実施
　～身近な地域の支え合い～

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

【令和６年度の成果・課題】
・「お手伝い事業」として地域ケアで相談受
付・対応
 →件数は少ないものの、実績あり

【今後に向けて】
・地域にある福祉課題の共有・確認
・地区社協だけでなく、地域福祉に関する各関係団体の活動内容を共有・確認
→関係機関の連携・協働の仕組みづくり

・コーディネーターに対する活動助成を行っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・会議等において実施地区の状況、また圏域
内の個別ケースからみる地域課題を情報共有
した。

・高齢者のちょっとした困りごとを支援する
人を養成し、担い手確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「生
活支援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での支
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

　てるぼサロン
　　および
　地区社協事業の拡充
 ～“ふれあい”や
   “つながり”を育むために～

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い手の確保
・活動の場の確保

[てるぼサロン】
・令和６年度に「子育てサロン（みつばちキッズ）」承認。令和7年度よりスタート。
・子育てサロンの参加者がふれあいルームに立ち寄るなど、相互交流が増えている。
・「ふれあいルーム（てるぼサロン）」にて月１回ボッチャを開催。次年度より2ヶ月に1回、セミナー（勉強会
等）も実施予定。

【地区社協事業】
・「みつば食堂」「公民館文化祭（バザー）」「みつば祭り（共催）」「防災訓練（共催）」「ふれあいルーム
（地域ケア信篤・二俣）」「地域ケア推進連絡会」「お手伝い事業」…等を実施
→事業・取り組みを広報し、多くの方に知らせていくことが大切（SNSの活用など）

・事業助成金とサロン助成金を各地区社協に
対して行った。
・サロン活動支援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・てるぼサロン、地区社協事業の相談・調
整・運営支援を行った。
・新規サロンの立ち上げに向け支援を行っ
た。
・地区社協事業の実施にあたり、地区内の学
校や施設等と協働できるよう、関係構築を
図った。
・サロン関係者からの相談を受け、周知活動
の支援を行った。

・高齢者のちょっとした困りごとを支援する
人を養成し、担い手確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「生
活支援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での支
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
行った。

テーマ３

　地域連携の強化

　～地域における
　　　福祉課題の把握と対応～

・地域ケア拠点の充実
　※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
　※相談機能の強化
　※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
　※地域における福祉課題の共有
　※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア】
・令和6年度の合計件数
　　電話件数：203件
　　来所者数：1,482名
　　相談件数：４件（電話3・来所1）
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）の設置
→てるぼサロン参加者の親子なども「ふれあいルーム」に立ち寄る契機になる

【地域ケアシステム推進連絡会】
・２ヶ月に１回開催
→新たな参加団体が加わる。今後も多くの方や関係団体が参画し、情報共有・意見交換の場としていきたい

【相談員会議】
・毎月開催
・ふれあいルームに寄せられた相談・訪れた方の会話から、必要な関係機関につなげるなどの仕組みづくり
→対応の検証と充実を引き続き目指す
☆引き続き、事業や地域の課題について、意見交換や情報共有の場としての資質向上を目指す

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に入った地域住民からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を行った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを行った。

・相談員会議では拠点の実情把握等、相談員
との連携を図った。
・ふれあいルームで相談員が把握した個別
ケースについて、関係機関につなげる等支援
を行った。
・地域ケアシステム推進連絡会に参加し、地
域の課題把握、情報の共有を行った。
・高サポ管理者・SCと定期的に会議を開催し
連携を図った。

・主に高齢者支援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった方に対し、生活支援・社会参
加情報サイト「市川支え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・生活支援サービスを提供する事業者に対
し、「市川支え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で行いたい新たな取り組み
　～新規事業や新たな提案～

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

①買い物に困難な人の増加
→移動販売企業の参画、その他
②交通の便に困難な人の増加
→実情把握と行政・企業・関係機関等への要望
③防災・防犯の意識向上
→個人としての問題ではなく、地域課題として対応策の検討

・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを行った。

・買い物や移動についての地域課題に対し
て、実情の把握に努めると同時に、行政や関
係機関等へ住民の意見や要望を収集し共有し
た。
・移動販売の導入に向け、行政と自治会の調
整を行った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を行った。



第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 行徳地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

・お互いさま事業の実証実験を⾏った
（R7.2⽉〜 ゴミ出し：１件）
・本格実施に向けた話し合いを実施した

【課題】
・本格実施に向けた細かい⼿順等の協議が必要
・周知活動の検討

・コーディネーターに対する活動助成を⾏っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・お互いさま事業実証実験のための資料作り
の⽀援を⾏った。
・個別ケースの訪問を⾏い、地域につなげ
た。
・協⼒員の調整を⾏った。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロン】
・新規サロン：３サロン新設された

【地区社協事業】
・⾏徳ふれあいまつりでは様々な団体に協⼒を
 呼びかけ事業の充実を図った

【課題】
・サロン活動の情報共有・周知が不⾜している

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各地区社協に
対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・新規サロン⽴上げの⽀援を⾏った

・ベルマーク集計V活動者を募り、地域の協
⼒者を確保した

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点機能の強化】
・拠点レイアウトを変更し、来所しやすい環境づくりに努めた
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）を導⼊した

【地域ケアシステム推進連絡会】
・年４回開催した
・団体の情報交換を⾏い、地域連携の推進を図った。

【相談員会議等】
・年４回開催した
・各サロンの情報など情報共有を図った

【課題】
・相談員が不⾜しているブロックがある
・会議等への参加関⼼を持ってもらうための関係性の構築が必要

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを⾏った。

・てるぼオアシス設置のPRのため、公園利⽤
者等へ声掛けを⾏った。

・関係機関への会議開催について
 呼びかけ・調整を⾏った。

・「line」アプリを活⽤し、グループlineにて
会議出⽋確認や、情報共有の⽀援を⾏った。

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

【新規事業】
・「つながろう会」を開催し、福祉委員の交流を図ることができた
・幸⼩PTAの⽀援として、ベルマーク集計ボランティア活動を拠点で実施した
・市社協が主催する「⼩中ボランティアスクール」のボランティア活動先として協⼒した

【課題】
・拠点を利⽤した更なる地域活動の強化

・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを⾏った。

・よりそい出張相談に併せ、ベルマーク集計
ボランティア活動者を募り、PTAとの連携⽀
援と今後のサロン化に向けた⽀援を⾏った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



第５期わかちあいプラン 振り返りシート（令和6年度） 南行徳地区社会福祉協議会

地区別計画テーマ キーワード 地域の取り組み いちかわ社協の取り組み
  社協地区担当者、CSW
            の取り組み

⾏政（市川市）の取り組み

テーマ１
 「お互いさま事業」の実施
 〜⾝近な地域の⽀え合い〜

・お互いさま事業の具体化
・お互いさま事業の実施状況
・お互いさま事業の充実

・ライオンズマンション南市川にてお互いさま事業の相談窓⼝を開設した
（R7.2⽉〜、週1回）
・活動回数は減少したが、相談件数は増加し、訪問活動など活発に⾏った。
 ※令和７年３⽉末現在の実績
    協⼒員     ５４名
    利⽤登録者   ３５名
    活動回数   ５０８回

【課題】
・周知が全体的に不⾜している

・コーディネーターに対する活動助成を⾏っ
た。
・地区代表者連絡会で、実施地区の取り組み
状況の報告をしていただく等の調整を図っ
た。

・新規ケース等の訪問⽀援を⾏った。
・個別ケースの対応⽀援を⾏った。
・ライオンズマンション南市川お互いさま事
業相談窓⼝の開設⽀援を⾏った。
・市と共催で実施したボランティア講座にお
いて、お互いさま事業について説明し、協⼒
員の確保に繋げた。
・周知活動の⽀援を⾏った

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。

テーマ２

 てるぼサロン
  および
 地区社協事業の拡充
 〜“ふれあい”や
   “つながり”を育むために〜

・てるぼサロンの充実
・地区社協事業の充実
・担い⼿の確保
・活動の場の確保

【てるぼサロン】
・サロン数：２５サロン
・新規サロン：５サロン
・⼦どもが参加できるサロンが新設された

【地区社協事業】
・「ふれあい交流会」は地区内すべての⼩学校（７校）と交流することができた。参加の取りまとめ⽅法を再検討
したことで、サロンや⾃治会からも参加者を募ることができた
・福祉委員バス研修を再開することができた

【課題】
・周知が全体的に不⾜している

・事業助成⾦とサロン助成⾦を各地区社協に
対して⾏った。
・サロン活動⽀援講座、てるぼサロンまつり
を実施した。

・新規サロンの⽴ち上げに向け⽀援を⾏っ
た。
・既存サロンの運営について⽀援を⾏った。

・⾼齢者のちょっとした困りごとを⽀援する
⼈を養成し、担い⼿確保を促進するため、社
協のボランティア養成講座とコラボした「⽣
活⽀援サポーター養成研修」を実施した。修
了者のうち、実際にボランティア活動に従事
するようになった受講者がおり、地域での⽀
えあい活動の醸成につながった。
・「地域活動応援制度」の活動場所を提供し
てもらえるように、事業者へ資料の送付を
⾏った。

テーマ３

 地域連携の強化

 〜地域における
   福祉課題の把握と対応〜

・地域ケア拠点の充実
 ※拠点の機能強化
・相談員会議の充実
 ※相談機能の強化
 ※個別ケースの検討
・地域ケアシステム推進連絡会の充実
 ※地域における福祉課題の共有
 ※団体間・関係機関との連携・協働

【地域ケア拠点機能の強化】
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）を導⼊した

【地域ケアシステム推進連絡会】
・年11回、開催することができた
・会議のレイアウト変更し、交流しやすい環境づくりに努めた

【相談員会議】
・各拠点で受けた相談ケースの対応等について協議し、専⾨機関との情報交換を⾏った。

【課題】
・⼀部エリアのブロック⻑・相談員の⽋員及び補充
・会議⽋席者への情報共有
・会議等への参加関⼼を持ってもらうための⼯夫が必要

・相談員会議に出席して拠点の実情把握等、
連携を図った。
・地域ケアシステム推進連絡会に出席し地域
との連携を図った。
・社協に⼊った地域住⺠からの個別相談に対
して、状況に応じて、地域で解決できないか
相談・調整を⾏った。
・てるぼオアシス（ウォーターサーバー）設
置に向け働きかけを⾏った。

・各会議に参加・助⾔を⾏った。

・事業の様⼦などをわかりやすく共有できる
よう、会議でプロジェクターを⽤いて写真を
投影するなどして説明を⾏った。

・会議での交流しやすい環境づくりの⽀援を
⾏った。（席札の作成等）

・主に⾼齢者⽀援に関する地域課題の把握と
解決に向けて、地域の多様な主体が参加する
「地域ケア推進会議」を開催した。
・相談のあった⽅に対し、⽣活⽀援・社会参
加情報サイト「市川⽀え合いネット」や
「きょういくところ」等を使い、地域活動の
場を紹介した。
・⽣活⽀援サービスを提供する事業者に対
し、「市川⽀え合いネット」を周知し、登録
を働きかけた。

テーマ４
地域で⾏いたい新たな取り組み
 〜新規事業や新たな提案〜

・新規地区社協事業
・他団体との共催事業
・他団体の応援・育成事業

【新規事業】
・富美浜ふれ愛フェスティバルの参加協⼒
・あいあい秋まつりの参加協⼒
・⼦ども法伝寺サロン（学習⽀援）の実施

【課題】
・財源等が不⾜している団体や、地域活動に対し、地区社協として⽀援できる⽅法の検討
・会議等の出席率向上から、各⾃治会等におけるサロン活動の活性化を図る

・地区代表者連絡会で、他地区との情報交換
を図るための働きかけを⾏った。

・地区社協と障がい者団体等が協働で⾏う交
流イベントの⽀援を⾏った。（あいあい秋ま
つり）

・新規事業の取り組みについて会議等に参加
し、準備等の⽀援を⾏った。

・新規事業の取り組みについて、会議等で情
報共有を⾏った。



地域ケアシステム推進に関する統計資料
令和７年１１月１７日

令和７年度第１回地区推進会議資料
資料２

R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6

国府台 国分 曽谷 大柏 宮久保・下貝塚 市川第一 市川第二 真間 菅野・須和田 八幡 市川東部 信篤・二俣 行徳 南行徳 南行徳第二

来所 4 2 0 3 1 2 5 11 13 24 1 0 89 47 197 276 12 8 0 4 6 12 5 1 0 7 1 10 266 66

電話 0 2 0 1 0 10 0 1 0 12 1 0 10 1 11 184 0 0 0 4 6 0 1 3 1 1 19 20 63 30
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統計２：電話件数・来所人数（地区別・前年比較）
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統計１：相談件数（地区別・前年比較）
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アンケートの結果

１．アンケートの結果について

➢令和７年２月～６月にかけて実施
➢１４地区２２９名より回答があった
➢各地区第２位までの課題をその地区の重点課題として太字表記
➢市内全域の共通課題としては以下のとおり
①買い物に行くことが困難（国分・曽谷・大柏・宮久保下貝塚・市川第二・信篤二俣）
②自分や家族の健康や病気のこと（国分・宮久保下貝塚・真間・八幡・南行徳）
③治安・防犯に関すること（国府台・大柏・菅野須和田・八幡・信篤二俣・行徳・南行徳）
④空き家やゴミ屋敷（国府台・国分・市川第二・菅野須和田・八幡・市川東部）
⑤交通が不便（曽谷・大柏・市川第二・市川東部・信篤二俣）
⑥ゴミ出し（市川第一・市川第二・菅野須和田・南行徳）
⑦老後のこと（大柏・真間・南行徳）

➢共通課題には関連性がみられるものがある（①と⑤、②と⑦、③と④）

２．ゴミ出しについて

共通課題の検討～アンケート結果から～

アンケートの結果の活用

➢令和６年度末から令和７年度初めにかけて実施した地区別重点課題についての
アンケート結果をもとに、各地域の課題を認識し、解決に向けた検討を行う

➢アンケートで回答の多かった課題を取り上げ、全４回（２年間）で検討していく
【第１回（令和７年度第１回地区推進会議）】
全体の総括
⑥ゴミ出し
【第２回（令和７年度第２回地区推進会議）】
①買い物に行くことが困難
⑤交通が不便
【第３回（令和８年度第１回地区推進会議）】
②自分や家族の健康や病気のこと
⑦老後のこと
【第４回（令和８年度第２回地区推進会議）】
③治安・防犯に関すること
④空き家やゴミ屋敷

結果概要

➢２２９人中４７人（２０．５％）が課題と感じている
➢市川第一、市川第二、菅野・須和田、南行徳での課題感が高い一方、国府台、国分、曽谷、
大柏、宮久保・下貝塚などでは低くなっている

➢近隣住民の同意を得て14日前までに書類を提出することでゴミ収集場所の変更が可能（①）
➢転入手続きの際、全世帯にゴミ出しのガイドブックを配布（②）
➢ゴミ出しに関するパンフレットを9ヶ国語作成して公式Webサイトに掲載（③）
➢公衆衛生や利便性の観点からの議論が必要（⑥）
➢高齢者や障がい者世帯のゴミを玄関前まで取りに行く支援を実施（⑦⑧）
➢高齢者生活支援サポーターがゴミ出しを支援（⑦⑧）
➢お互いさま事業によるゴミ出し支援（⑦⑧）

ゴミ出しの課題についての具体的事例

①ゴミ収集場所が遠い・自宅前へのゴミステーションの設置を拒まれる
②引っ越してきた人と出し方や出す場所についてもめる
③外国人居住者のゴミ出しマナーが悪い
④通行人のゴミ捨て、指定袋不使用、曜日を守らないなど、マナーを守らない人がいる
⑤ゴミ置き場が汚い
⑥燃やすゴミの回収日が週２回から週３回に増えたことで回収時間が遅くなった
⑦高齢になると段ボール等のゴミ出しができない
⑧体力低下、身体上の理由でゴミ出しが困難な人が増えている

ゴミ出しについて地域住民としてできること

➢ゴミステーションに市が作成しているパンフレット等を掲示し注意を促す（②③④）
➢相談があればゴミ出しを手伝える（⑦⑧）
➢お互いさま事業や高齢者生活支援サポーターを案内する（⑦⑧）
➢地域と連携したボランティアを行う

ゴミ出しについての現状

令和７年１１月１7日
令和７年度第１回地区推進会議資料

資料３



令和７年度第１回地区推進会議 令和７年１１月１7日（月）＠第一庁舎第3委員会室

1位
10.買い物に行くことが困難

2位
1.自分や家族の健康や病気のこと

3位
12.治安・防犯に関すること

＜市内全域の共通課題＞

＜アンケート結果＞
国府台 国分 曽谷 大柏 宮久保・下貝塚 市川第一 市川第二 真間 菅野・須和田 八幡 市川東部 信篤・二俣 行徳 南行徳 全地区合計

人数 7人 人数 17人 人数 12人 人数 10人 人数 15人 人数 27人 人数 28人 人数 10人 人数 23人 人数 19人 人数 21人 人数 18人 人数 16人 人数 6人 人数 229人
内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率 内訳 回答率

１．自分や家族の健康や病気のこと 2人 28.6% 7人 41.2% 4人 33.3% 2人 20.0% 6人 40.0% 6人 22.2% 1人 3.6% 4人 40.0% 5人 21.7% 9人 47.4% 3人 14.3% 3人 16.7% 2人 12.5% 3人 50.0% 57人 24.9% ②

２．子育てに関すること 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 1人 3.7% 1人 3.6% 0人 0.0% 2人 8.7% 2人 10.5% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 6人 2.6%

３．ヤングケアラーに関すること 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 1人 10.0% 0人 0.0% 1人 3.7% 1人 3.6% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 1人 1人 0人 0.0% 0人 0.0% 4人 1.7%

４．家族関係に関すること 0人 0.0% 2人 11.8% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 2人 7.4% 1人 3.6% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 5人 2.2%

５．生活困窮 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 2人 13.3% 1人 3.7% 4人 14.3% 0人 0.0% 0人 0.0% 1人 5.3% 0人 0.0% 0人 0.0% 3人 18.8% 1人 16.7% 12人 5.2%

６．認知症の方の徘徊等 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 3人 20.0% 6人 22.2% 3人 10.7% 1人 10.0% 0人 0.0% 4人 21.1% 1人 4.8% 1人 5.6% 5人 31.3% 1人 16.7% 25人 10.9%

７．空き家やゴミ屋敷 4人 57.1% 7人 41.2% 4人 33.3% 2人 20.0% 3人 20.0% 7人 25.9% 2人 7.1% 0人 0.0% 8人 34.8% 6人 31.6% 5人 23.8% 0人 0.0% 3人 18.8% 0人 0.0% 51人 22.3% ④

８．ひきこもり 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 2人 20.0% 1人 6.7% 1人 3.7% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 1人 5.3% 0人 0.0% 2人 11.1% 2人 12.5% 0人 0.0% 9人 3.9%

９．ゴミ出し 0人 0.0% 2人 11.8% 1人 8.3% 1人 10.0% 2人 13.3% 8人 29.6% 10人 35.7% 1人 10.0% 6人 26.1% 4人 21.1% 3人 14.3% 3人 16.7% 4人 25.0% 2人 33.3% 47人 20.5% ⑥

１０．買い物に行くことが困難 1人 14.3% 9人 52.9% 6人 50.0% 3人 30.0% 8人 53.3% 5人 18.5% 6人 21.4% 1人 10.0% 5人 21.7% 3人 15.8% 4人 19.0% 4人 22.2% 4人 25.0% 0人 0.0% 59人 25.8% ①

１１．交通が不便 1人 14.3% 4人 23.5% 6人 50.0% 4人 40.0% 1人 6.7% 2人 7.4% 7人 25.0% 2人 20.0% 3人 13.0% 2人 10.5% 9人 42.9% 6人 33.3% 1人 6.3% 0人 0.0% 48人 21.0% ⑤

１２．治安・防犯に関すること 4人 57.1% 4人 23.5% 2人 16.7% 3人 30.0% 2人 13.3% 5人 18.5% 5人 17.9% 2人 20.0% 6人 26.1% 8人 42.1% 4人 19.0% 4人 22.2% 5人 31.3% 2人 33.3% 56人 24.5% ③

１３．老後のこと 3人 42.9% 2人 11.8% 1人 8.3% 4人 40.0% 2人 13.3% 5人 18.5% 4人 14.3% 3人 30.0% 3人 13.0% 3人 15.8% 3人 14.3% 3人 16.7% 4人 25.0% 2人 33.3% 42人 18.3% ⑦

１４．就労に関すること 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 1人 4.3% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 1人 0.4%

１５．居場所に関すること 1人 14.3% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 1人 6.7% 4人 14.8% 1人 3.6% 1人 10.0% 1人 4.3% 3人 15.8% 0人 0.0% 2人 11.1% 2人 12.5% 0人 0.0% 16人 7.0%

１６．医療、福祉、介護に関する専門職について 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 1人 6.7% 1人 3.7% 1人 3.6% 1人 10.0% 2人 8.7% 0人 0.0% 0人 0.0% 3人 16.7% 3人 18.8% 0人 0.0% 12人 5.2%

１７．その他 0人 0.0% 2人 11.8% 0人 0.0% 2人 20.0% 0人 0.0% 4人 14.8% 5人 17.9% 4人 40.0% 0人 0.0% 2人 10.5% 4人 19.0% 6人 33.3% 1人 6.3% 0人 0.0% 30人 13.1%

順位
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資料３


総括

		各地区における地域課題に関する調査　集計結果 カクチク チイキ カダイ カン チョウサ シュウケイ ケッカ

		実施期間：令和7年2月～6月 ジッシ キカン レイワ ネン ガツ ガツ

		対象者：地区社会福祉協議会メンバー タイショウシャ チク シャカイ フクシ キョウギカイ

				国府台 コウノダイ				国分 コクブン				曽谷 ソヤ				大柏 オオガシワ				宮久保・下貝塚 ミヤクボ シモカイヅカ				市川第一 イチカワ ダイイチ				市川第二 イチカワダイ 2				真間 ママ				菅野・須和田 スガノ スワダ				八幡 ヤワタ				市川東部 イチカワトウブ				信篤・二俣				行徳 ギョウトク				南行徳 ミナミギョウトク				全地区合計 ゼン チク ゴウケイ

				人数 ニンズウ		7人		人数 ニンズウ		17人		人数 ニンズウ		12人		人数 ニンズウ		10人		人数 ニンズウ		15人		人数 ニンズウ		27人		人数 ニンズウ		28人		人数 ニンズウ		10人		人数 ニンズウ		23人		人数 ニンズウ		19人		人数 ニンズウ		21人		人数 ニンズウ		18人		人数 ニンズウ		16人		人数 ニンズウ		6人		人数 ニンズウ		229人		順位 ジュンイ

				内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ		内訳 ウチワケ		回答率 カイトウリツ

		１．自分や家族の健康や病気のこと		2人		28.6%		7人		41.2%		4人		33.3%		2人		20.0%		6人		40.0%		6人		22.2%		1人		3.6%		4人		40.0%		5人		21.7%		9人		47.4%		3人		14.3%		3人		16.7%		2人		12.5%		3人		50.0%		57人		24.9%		②

		２．子育てに関すること		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		1人		3.7%		1人		3.6%		0人		0.0%		2人		8.7%		2人		10.5%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		6人		2.6%

		３．ヤングケアラーに関すること		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		1人		10.0%		0人		0.0%		1人		3.7%		1人		3.6%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		1人		1人		0人		0.0%		0人		0.0%		4人		1.7%

		４．家族関係に関すること		0人		0.0%		2人		11.8%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		2人		7.4%		1人		3.6%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		5人		2.2%

		５．生活困窮		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		2人		13.3%		1人		3.7%		4人		14.3%		0人		0.0%		0人		0.0%		1人		5.3%		0人		0.0%		0人		0.0%		3人		18.8%		1人		16.7%		12人		5.2%

		６．認知症の方の徘徊等		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		3人		20.0%		6人		22.2%		3人		10.7%		1人		10.0%		0人		0.0%		4人		21.1%		1人		4.8%		1人		5.6%		5人		31.3%		1人		16.7%		25人		10.9%

		７．空き家やゴミ屋敷		4人		57.1%		7人		41.2%		4人		33.3%		2人		20.0%		3人		20.0%		7人		25.9%		2人		7.1%		0人		0.0%		8人		34.8%		6人		31.6%		5人		23.8%		0人		0.0%		3人		18.8%		0人		0.0%		51人		22.3%		④

		８．ひきこもり		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		2人		20.0%		1人		6.7%		1人		3.7%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		1人		5.3%		0人		0.0%		2人		11.1%		2人		12.5%		0人		0.0%		9人		3.9%

		９．ゴミ出し		0人		0.0%		2人		11.8%		1人		8.3%		1人		10.0%		2人		13.3%		8人		29.6%		10人		35.7%		1人		10.0%		6人		26.1%		4人		21.1%		3人		14.3%		3人		16.7%		4人		25.0%		2人		33.3%		47人		20.5%		⑥

		１０．買い物に行くことが困難		1人		14.3%		9人		52.9%		6人		50.0%		3人		30.0%		8人		53.3%		5人		18.5%		6人		21.4%		1人		10.0%		5人		21.7%		3人		15.8%		4人		19.0%		4人		22.2%		4人		25.0%		0人		0.0%		59人		25.8%		①

		１１．交通が不便		1人		14.3%		4人		23.5%		6人		50.0%		4人		40.0%		1人		6.7%		2人		7.4%		7人		25.0%		2人		20.0%		3人		13.0%		2人		10.5%		9人		42.9%		6人		33.3%		1人		6.3%		0人		0.0%		48人		21.0%		⑤

		１２．治安・防犯に関すること		4人		57.1%		4人		23.5%		2人		16.7%		3人		30.0%		2人		13.3%		5人		18.5%		5人		17.9%		2人		20.0%		6人		26.1%		8人		42.1%		4人		19.0%		4人		22.2%		5人		31.3%		2人		33.3%		56人		24.5%		③

		１３．老後のこと		3人		42.9%		2人		11.8%		1人		8.3%		4人		40.0%		2人		13.3%		5人		18.5%		4人		14.3%		3人		30.0%		3人		13.0%		3人		15.8%		3人		14.3%		3人		16.7%		4人		25.0%		2人		33.3%		42人		18.3%		⑦

		１４．就労に関すること		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		1人		4.3%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		1人		0.4%

		１５．居場所に関すること		1人		14.3%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		1人		6.7%		4人		14.8%		1人		3.6%		1人		10.0%		1人		4.3%		3人		15.8%		0人		0.0%		2人		11.1%		2人		12.5%		0人		0.0%		16人		7.0%

		１６．医療、福祉、介護に関する専門職について		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		0人		0.0%		1人		6.7%		1人		3.7%		1人		3.6%		1人		10.0%		2人		8.7%		0人		0.0%		0人		0.0%		3人		16.7%		3人		18.8%		0人		0.0%		12人		5.2%

		１７．その他		0人		0.0%		2人		11.8%		0人		0.0%		2人		20.0%		0人		0.0%		4人		14.8%		5人		17.9%		4人		40.0%		0人		0.0%		2人		10.5%		4人		19.0%		6人		33.3%		1人		6.3%		0人		0.0%		30人		13.1%





宮久保・下貝塚

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		家族の病院送迎 カゾク ビョウインソウゲイ

		健康で和やかな家庭が一番の幸せだと思います。 ケンコウ ナゴ カテイ イチバン シアワ オモ

		年齢が進むにつれて身体が動かなくなっていくあせり ネンレイ スス カラダ ウゴ

		ご近所で老老介護になり、ご主人が脳梗塞で歩行困難になり家で介護できないので、施設に入ってもらったが、３か月で出なければならなくて、次を探せるか心配している話をしていた。（2件）ケアマネジャーの力の差があるように思いました。 キンジョ ロウロウカイゴ シュジン ノウコウソク ホコウコンナン イエ カイゴ シセツ ハイ ゲツ デ ツギ サガ シンパイ ハナシ ケン チカラ サ オモ		介護の大変なことを共感して、愚痴を聞いてあげることはできる。疲れていたら買い物や料理のお手伝い位はできる。 カイゴ タイヘン キョウカン グチ キ ツカ カ モノ リョウリ テツダ クライ

		自分、子供共に年齢がいくと健康が心配になる。 ジブン コドモ トモ ネンレイ ケンコウ シンパイ

		5.生活困窮 セイカツコンキュウ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		生活費の高騰 セイカツヒ コウトウ

		6.認知症の方の徘徊等

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		認知症の方が家に帰れない ニンチショウ カタ イエ カエ

		人の目が届かない時に出てしまう ヒト メ トド トキ デ		行政への橋渡し ギョウセイ ハシワタ

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		近くに木の手入れができない家がある。落ち葉がひどく通りの人達が仕方なく掃除をしています。切るように申し入れても経済的なこともあり話が進まない。 チカ キ テイ イエ オ バ トオ ヒト タチ シカタ ソウジ キ モウ イ ケイザイテキ ハナシ スス		毎朝道そうじしています。時々お菓子等くれますが。 マイアサ ミチ トキドキ カシ トウ

		空き家が増えている。 ア ヤ フ

		庭木（空き家）問題、隣の家の屋根まで枝が延びている。落ち葉の問題。ゴミ屋敷　自分の庭から道路までゴミがはみ出している。 ニワキ ア ヤ モンダイ トナリ イエ ヤネ エダ ノ オ バ モンダイ ヤシキ ジブン ニワ ドウロ ダ

		8.ひきこもり

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		小中学生のころから登校できず、大人になっても就労できず、親に依存。親が死亡したらどうしたらいいか。 ショウチュウガク セイ トウコウ オトナ シュウロウ オヤ イゾン オヤ シボウ		相談を聞いてあげる ソウダン キ

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		市川市の指定のゴミ袋でなく出される。カラスにゴミ袋をやられる。 イチカワシ シテイ フクロ ダ フクロ

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		買い物に行くのが大変、場所が遠い、坂がある カ モノ イ タイヘン バショ トオ サカ

		スーパーが遠いので年齢とともに買い物が大変になる。特に重いものを買うときは大変。いい方法はあるか。 トオ ネンレイ カ モノ タイヘン トク オモ カ タイヘン ホウホウ

		暑い時期の買い物が熱中症との闘いで何度か倒れた アツ ジキ カ モノ ネッチュウショウ タタカ ナンド タオ		行政への橋渡し ギョウセイ ハシワタ

		足腰が弱まっているので、荷物を持って歩くのが大変 アシ コシ ヨワ ニモツ モ アル タイヘン

		スーパーはいくつかありますが、どこも坂道登り下り必要で年とともに買い物が大仕事になっている。 サカミチ ノボ クダ ヒツヨウ トシ カ モノ オオシゴト		移動販売１年前から始まり喜んでいます。 イドウハンバイ ネンマエ ハジ ヨロコ

		車の運転をやめたため、買い物が大変 クルマ ウンテン カ モノ タイヘン		移動販売、ネット販売等を知らせる。 イドウハンバイ ハンバイ トウ シ

		近くにコンビニ、スーパーがない チカ		移動販売の利用 イドウハンバイ リヨウ

		買い物難民 カ モノ ナンミン		移動販売 イドウハンバイ

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		交通が不便、バス停まで10分歩く コウツウ フベン テイ フン アル

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		最近たくさんの事件がいたるところで起きている。詐欺、無差別殺人等々、報道される旅に心が痛みます。 サイキン ジケン オ サギ ムサベツ サツジン トウトウ ホウドウ タビ ココロ イタ

		連日オレオレ詐欺のニュースがあり、自分も騙されるかもと日々気を付けていますが、電話は電話番号を確認して出るようにしています。 レンジツ サギ ジブン ダマ ヒビ キ ツ デンワ デンワバンゴウ カクニン デ		とじまりを忘れないよう、近くの人との声掛け ワス チカ ヒト コエカ

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		一人暮らしの為、財産管理をどうしたらいいか。 ヒトリク タメ ザイサンカンリ		社協の成年後見制度を紹介。 シャキョウ セイネンコウケンセイド ショウカイ

		寝たきりになったりすることの恐れ ネ オソ

		15.居場所に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		一人暮らしなので、最後は施設に入りたいがすぐに見つかるという心配です。 ヒトリク サイゴ シセツ ハイ ミ シンパイ

		16.医療、福祉、介護に関する専門職について

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高齢の私、有料老人ホームは経済的に無理、特別養護老人ホームはなかなか順番があり入居できないと困ったものです。 コウレイ ワタシ ユウリョウロウジン ケイザイテキ ムリ トクベツヨウゴロウジン ジュンバン ニュウキョ コマ		行政にお願いします。 ギョウセイ ネガ





国府台

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		自分も含め一人暮らしの人が多いので、わからなくなる前に、全て段取りをつけておかなければいけないと思っている。

		年齢が高くなるに伴い、日常感じる。		おしやべりの場を持つことが大切だと思います。

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		空き家になってて草が生えたりしている。		どのように手をさしのべられるのかがよくわからない。危なくないように見守るだけ。

		一年前に相談室に3人でこられて相談されました(ゴミ屋敷問題）相談された時に市川社協さんに電話で相談させてもらいました。私も、時々行ったりして見に行ったりしましたが、本当に家の奥まで、ゴミが散乱していている為、近隣の人が迷惑しているとの事、片岡さんが何回も訪問したり、手紙を書いてポストに入れても返事はなく、本人に会えず、一年がたってしまいました。		はい。たまたま国府台小で、同級生(長男)だった家でした。色々な事があり、お母さんが亡くなり、お父さんが亡くなってから、引きこもりになったと聞いています。50才の男の人です。

		近隣で、植木の手入れをしていないので見通しが悪くなっていたり、落ち葉が大量で治安上も不安である。

		町会で2ヶ所、桜の木、梅の木が成長し花びら、雑葉が、生い茂り、錯乱としている。		日々、清掃しているが年を重ねて、辛くなってきています。

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		車が使える家は、重いものなども購入できるが、高齢の一人ぐらしの多い地域では大変だと思う。ネット配達を宣伝してはいるが、ネットを上手く使えない人にとってはどうなのだろうか。

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		年を取ると、バス停に行くのも大変だと聞いている。とくし丸が週2回来ているので、買い物はなんとかなっているが、病院などに行くのにタクシー代が高い。

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		空き巣に入られた事件を耳にすることがあり不安に思うと言う話をされる方が多い。		警察のパトロールや町会関係の方々のパトロールを見かけた時は心強く感じ安心した気持ちになります。是非続けて頂きたいと思っています。一年前の出来事になりますが身内で空き巣に入られ金品を盗まれてしまいました。気持が落ち着いた頃に「防犯意識が甘かった」と言いネットでいろいろな防犯グッズを買い求めたようです。その直後、我家も防犯意議を高め、不安から抜け出すため小さな一歩を踏み出しました。

		今年の正月に空き巣狙いがあったと聞いたばかりで、5丁目、6丁目でも被害があったと聞き、留守にすることが多いので、不安を感じる。		近隣の声かけ、居住地域に関心を持っ

		知り合いの家がドアや窓をたたかれた防犯ガラスだったため窓ガラスにビビは入ったが侵入される事はなかった		地域の人々がお互い気にかけながら過ごしていく

		去年辺りから、国府台3丁目地区に空き巣らしき様子が何軒もあり、具体的にガラス窓がわられたりと事件があってからは、おまわりさんが巡回している数が増えています。又、車にくぎが刺してパンクさせたりと悪質な事があり、防犯カメラを買って備えたりして防犯対策をする。		民生委として、自分身身も見守りを強化したいと思いました。

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		年齢が高くなるに伴い、日常感じる。		おしやべりの場を持つことが大切だと思います。

		自分でできるうちはギリギリ家で頑張りたいが、認知症になっていった時に、成年後見人は高いので、もっと気軽に頼める人はいないのかと思う。

		高期高齢になり、確かに少しずつ体力が落ちてきているのがわかります。国府台地区にあるサロンに参加する事により、まだまだ、大丈夫と確認したり、生きがいを見つけようと思ったりしているところです。		めざせ80才ですかね。まだまだ、先輩を見習ってチャレンジを見つけようと思っています。

		15.居場所に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		会館等でのふれあえる場や機会がとてもよく企画されている		自宅から会館等に出かけられるような手だて(近くの方であればいいが少し距離のある方に対しての)がどうできるのか





市川第1

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		最近越して来たが近くで良い病院を教えて欲しい。日曜日に診てもらえる病院ありますか？		病院を教えてあげる事は簡単ではないです。自分には良くてもその方に合っているのかどうか難かしい

		高年齢になると身体の事一番心配です！

		自分自身が物忘れがあり認知症ではないかと心配。

		住むマンションの人で一人暮しの人がいますが、80才を機につねに健康に関して不安を口にします		なるべく話を聞いて安心できるよう心がけたいです。

		6年前心筋梗塞になり、日々の健康に細心の注意を払っていますが再発が心配です。		自己管理のみです。(薬の服用)定期債診の継断続

		2.子育てに関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		現在大洲小学校の通学路で週3~4度、朝の見守りを実施していますが、毎日いろいろな事が発見出来ます。登校拒否。		みらいっこサポート内のメンバーで共有しています

		3.ヤングケアラーに関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高校生の方が妹や弟の世話をしているといったことがありました。妹は小学生、弟はまだ生まれたばかりだったと思います。ヤングケアラーという言葉もなく、親は母親が再婚を2回?していて父親の異なる妹弟でした。お昼ごはんがなく水をのんでしのいでいたこともありました。当時はどこにつなげたら良いかわからず、何の手だてもできず周囲の方たちとも悩んだことを思い出します。		今であればヤングクアラーという言葉もあり、社協につなげる。市役所にもつなげることが可能なので、今後、そのような方がいたら積極的に動きたいと思います。学校にも声かけしてそのような人たちを見つけたいと思います。

		4.家族関係に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		子供とはなれている事が気になります

		買い物、風呂の掃除、電球の取り換え、部屋の片づけなどが、家族との関係がうまくいってない為にサポートしてもらえない。 カ モノ フロ ソウジ デンキュウ ト カ ヘヤ カタ

		6.認知症の方の徘徊等

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		実際に事例があり、民生委員に相談があった		近隣の住民に実状を聞いてみた。事例の周知を行なった。

		最近少しわすれっぽくなってるのかな!?と思う人は身近にもいるのですが認知症かどうかの判断が難しい。

		町会の中で、時間的にわからなくなっている人がいる。高サポさんには、連絡してます。

		認知症が進んでいる方がおります。経済的に厳しく行政にも繋がって無いです

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		住民のいない家が目立ちます。

		長い期間(20年以上)空家があり、防犯・防災両面で心配。

		ゴミ屋敷に近い、家主が時々未ている。不在が多いの大事等が心配である		○市の担当部署につなぐ○ゴミでも私有地にあり、私有物のため、他人が手を出せない

		空地(地主不明)の木が繁り落ち葉がとなり近所におちてくる。木の幹が太くなり、ブロック塀を持ち上げている。		個人の所有権問題があり、市ではタッチしてくれないので困っている。土地の所有者がわからない、法務局で調べてもすでに死亡していて相続をしていない

		・地区内にゴミ屋敷になっている家があり、近隣の住民から町会に相談があった。その家の住人は他の場所に住んでいて、たまにやって来るが片付ける気はない。高サポさんや市に相談したが現状変わらず。
・隣家が空き地になっていてそこに大きな樹が1本はえていて落ち葉や根がのびて敷地内に入ってくる。通りすがりの人が空き地にゴミを捨てていく等々で困っている。空き地の所有者（相続者）が判然としない。		相談員と言うより、町会でいろいろ取り組んでみましたが、結局「個人の権利」ということで行政も手が出せないようで、私自身ができることは無いと思います。

		近年多くなりつつある。放置している場合が多く家の回りが汚れている。(ゴミのポイ捨て等)		大きなゴミを端に寄せるくらいで特にやれることは無い(家宅侵入はできない)

		部屋の中(玄間が見えた時)チラシがいっぱいちらかっています。

		8.ひきこもり

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		近所にひきこもり気味の女性の方がおり、2年前に兄がなくなり今はー人暮しをしています。現在、病気を患っており、いつも道で会っても避ける様に顔をそむけ、挨拶しても、返答がありません。		完全にひきこもりかどうか分らないので挨拶と見守りを継続ます

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		特に高齢者宅にて、困ることが多いようです。誰か代りにやってくれないかという声をよく聞く。		地域と連携したボランティア。お互い様事業。地域学生との関係強化

		ゴミ集収場所の増設要望あり。		市役所清掃事業課に相談。

		江戸川提が近く、通行の人が色々捨てる方がいるので分けたり、役員が分けたりして対応している。		役員が対応している(分別に)

		マナーを守らない方、約1割。困り果てている現状(不法投棄)

		近所の一軒家の所のゴミ置きがきたない所を見かけます。

		健康上の問題や、体力が落ちた事によりゴミを出せない人がいる		すぐ近所の方(1名)は一人で歩けなくなったので、ヘルパーさんが前日に玄関にゴミ袋を用意してくれているので朝それを出しています。(週一回)

		週3回の燃やすゴミ回収になってから、朝回収が遅くなり、カラスの非害が絶えない。掃除も大変なので、週2回の回収に戻してほしい。		ひたすら掃除するしかない。

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		産業道路江戸川よりの為、駅周辺の買い物が困難であり、バスも通っていない事

		・高齢者の方の一人暮らし・介護認定を受けていない方・急な病気、ケガにより買い物が不自由になった場合のサポート		高サポのご紹介

		買い物を頼まれれば自分の出来る範囲で協力したいと思っています。介護保険に入っている方はヘルバーを通じて頼まれているのでしょうか?

		所謂「買物期民」が多いです。もっと近くで買い物ができたら、というのがよく言われることしる。あと、荷物の配送の代理も頼みたいと。		地域と連携したボランティア。お互い様事業。地域学生との関係強化

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		産業道路江戸川よりの為、駅周辺の買い物が困難であり、バスも通っていない事

		バスの便数が減っているので不便を感じている方の声を聞きます。

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		ゴミ集積所に大型ゴミを、他所から運んで来て放置される事がある。防取上良くない・・・・

		オートロックがあるのですが住人と一緒に入ってしまうと後はフりーになるので怖い思いをした、なんとかならないか？という意見がありました。		中に入ってこられても玄関のドアは開けずにインターフォンで対応して下さいとお話しましたがご本人はなんの為のオートロックなのか?というお感じでいらしたようです。

		防犯カメラ設置要望と肖像権とのせめぎあい。		自治会員からの要望取りまとめ。

		特に独居高齢者が、治安の悪化を懸念されております。昨今の間バイト関連の不安が大さいようです。 アッカ		防犯意識向上の呼びかけ。地域交番との連携、情報交換

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		・一人暮らしの方・介護認定を受けてない方・お風呂の清掃(部屋の片づけ、ゴミの分別が出来ず、部屋がゴミ屋敷化している）・電球の取り替えが出来ない		電球の取り替えのお手伝い

		・独居者に対する対応・マンションなので、対応が問題となっている。		となりどうしの意思疎通が通じていない

		市川市で生まれ育ったが、両親が他界し、独身で一人暮らしをしている。今はまだ大丈夫だが（60代？）この先どうなるか先が心配。男性でも女性でもそういう方いらっしゃいます。		女性どうしでしたらたまにメールしたりして連絡を取り合えますが、男性の場合は難しいです。

		なにげなく、心配

		15.居場所に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		70代後生の女性、ご主人と2人なので退屈している。ヨガ等に興味が有るという事でした。		色々な場所でやっている事業等のチラシをお渡しした

		終りは施施が自宅?か

		1人暮しであまり人と話すことがない（てしごとサロンの日はカレンダーに印をつけて楽しみにしている。）		てしごとサロンにいらした時にお声かけしたりするくらいです。てしごとサロン以外の時も気軽に地域ケアに来ていただきたいですが、現状の地域ケアはそういう雰囲気ではないので難しいと思います。

		16.医療、福祉、介護に関する専門職について

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		要支援1、2を認めてもらっているがケアマネさんが中々見つからずデイサービスを受けることが出来ずにいます。高齢者サポートセンターの対応がとっても遅い。		今後も介護を必要とされる方は多くなる一方です。対応される方も大変ですがなるべくすばやくお願い出来ればと思います。

		17.その他 タ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		山梨にある土他の処分

		マンションにおける上下居住者間の騒音問題・発生源の特定と対策		・住環境としての改修時の対応・外人の入居による、住環境のちがいと対第

		巨大災害発生の場合の対応が未整備		防災講話、防災訓練の自治会として出来ることを企画、実施する。昨年地域防災課に講習を依頼済

		避難行動要支援者の方々と個別面談した折、独居の方も多く、日頃の生活、いざと言う時の安否確認の不安を感じている方が多い様に感じられる。





市川第2

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		主人と二人の生活で子供達は独立していますので、何か事故病気の時などに不安があります。そして近くにも高齢者が多く一人暮らしなど不案を感じている人が多いようです。

		2.子育てに関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		同居の息子夫婦の二男が2才で4月からの保育園を申し込んだが、保留になった。		自分たちも仕事をしているので、平日は役に立てない

		3.ヤングケアラーに関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		会議の席で小学校の先生から、自分のクラスにヤングケアラーがいると言われたので、地域共生課のよりそい支援事業をお知らせした。

		4.家族関係に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高齢の親だけで生活していて、子供達は近隣県などにいるため、めったに顔を見せに来ない為、自分の親の生活状態が理解出来ないでいる。もう少し親がどんな生活をしていて、近所にはどんな人がいるかを理解していてほしい。		遠方にすんでいる家族等が、地域の自治会長などにあって、民生委員のお世話の仕方、高サポ等の仕組みを聞いて、相談する。

		5.生活困窮 セイカツコンキュウ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		自宅を不動産屋に買却、最後まで住んでいて良いと言われているが、生活費が乏しくなり不安。又息子親子(父子家庭)は生活保護世帯であり息子は病気で就労できず、息子家族に何も出来ず心苦しい・・・と。

		生活困窮。友愛訪問の方で生活保護。病院に行く為、タクシー代、治療費、薬代として1万円貸してほしいと言われた。		関係機関を紹介する

		物価が高くなり、年金生活では暮して行けない。		訪問する毎にこの話題になる。聞いてあげる事しか出来ません。

		生活保護を受けているが何でも値上りで買物もなかなか好きな物を買う事が出来ない。スマホ料金も新しくしたが月1万以上かかってしまい困っている。一人暮らしだからケイタイはどうしても必要である。		御近所の方だと代行出来る事は代行しても良いのではと思います。



		6.認知症の方の徘徊等

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		今まで普通に生活していた高齢者夫婦(90歳位)が認知症を発症したようで、無意味に近所を歩を回るようになり、周囲(近所)の人達が心配(迷惑)している場面あり。		判らないことがあった場合の連絡先を私(会長)にして、他の住民に被害(?)が拡散しない様にしている。

		地域の方から、近所の人が徘徊したりして心配と相談があり、高サポの方にお願いして訪問してもらい、認知症で、定期的に訪問して様子を見てもらえるようになった。

		徘徊通報の数が多い。通報が多いのは見守りの証かもしれないが、潜在的にあがってこない方々も多数いると思われる。		・地域各関係者の連携強化・認知症の問題啓発・早期対応できるよう地域への周知

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		住んでいる方は、40代~50代の男性1人暮し。窓ガラスに日々飲んだ焼酎のカンが山積みにされています。窓をふさいでしまっている箇所もありいつ窓ガラスが割れてもよい感じです。近所の方々が不安を訴えてきますが家の中のことなので注意もできずいます。 ス		持ち主の方には話す事ができませんので、聞いてこられた方に話す程度です。

		空き家にゴミが投げ入れられている事例。空き家の門扉が外されていて、不法侵入者が居た事例。		危険な状況になっていた場合には、警察に相談する

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		ゴミステーションが遠く、近隣住民との関係も薄く困っている高齢者が多い。		地域住民から声を吸り上げ、あらたなゴミステーションを作ってもらうことを検討してもらう。

		ゴミ出しの場所が少し遠いため、足腰が弱くなり、負担になっている。		自分の近隣の方なら、お手伝い出来ると思います。

		ゴミ出し場が自宅より少しはなれており、そこに行くまで交通がはげしくこまっておられた。町会・高サポさんや行政さんに町会長等が働きかけ下さり、無事解決しましたが、なかなか独居の方であると周り方の耳に入らない事も多く、皆で気を配りたいと話しています。		ご近所の方からのお話からスタートしましたが、どうしても昼間お目にかかる事なく、情報が集まりにくいので、町会や民生さんにでも気軽に話してくだされば、微力ですがお手伝いします。

		ゴミステーションの場所、出し方に時々クレームがある		清掃事業課と連絡をとり、カゴを設置したり注意をうながす貼り紙を作成した。

		指定のゴミ袋に入れず、ポイ捨てがある。大型ゴミもほったらかし。		自治会から役所に連絡してもらっている。

		92歳になるとゴミ出しもできません。ダンボールなど

		新しいマンションができる事により、ゴミ捨て場の確保に問題が生じています。住民の声が届き、回答が出るまでに、時間がかかっています。		もう少し、市が市民の声に耳をかたむけてもらいたい。会議に参加しているが、まとめる事に難しさを実感している。

		外国人居住者のゴミ出しマナーが悪い」との苦情が一部にあり、近所の人達で対応しているが、一向に改善されないよう。(分別・ゴミ出しの曜日)		該当するゴミ出しの地区の理事が対応している。

		庭木を伐採して大量の枝や葉がゴミ集積場所に出されていて、市に回収されなかった事例		ゴミ集積場に市が作成したゴミ出しのパンフレットを掲示する

		ゴミ出しがおっくうになってしまう。特にマンション等はエレベーターにのったりするのがけっこう苦痛に関じる。		お互い様事業等の利用。この事業をもっと地域の方に知ってもらう。

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		近くにスーパー等の資源がなく、バス等の公共公通機関を使わなくてはならない。バス等利用できない人が買い物難民となっている地域がある。		ネットスーパーの活用法、移動販売の説明、宅食の説明

		平田は以前バスが国道14号を走っていたが何年か前に廃止された。市川や、八幡に行くのに足が悪いと特に不便。		時間があれば、買い物や病院の付き添いなどを手伝う

		杖をついて歩くことも困難な方が、一歩一歩頑張って近くのコンビニに行く姿をよく見かける。		ご自分では出来ると頑固。見守ることしか出来ません。

		買い物に行きたいが足が悪くて行けなかったり、ひとりで行くのに自信がなく、行きたくても行けない。宅配等もひとりで住んでいるとやり方もわからない。		お互い様事業等の利用。買物も自分の目でみて、買物をしたい方もいます。つきそい等が出きる人がもっといると良いと思う。

		地域高齢化社会になり、買い物等が困難。買い物はJR本八幡付近が中心だがバス停までの距離もあり大変です。 コウレイ

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		地域高齢化社会になり、買い物等が困難。買い物はJR本八幡付近が中心だがバス停までの距離もあり大変です。 コウレイ

		徒歩でしか移動手段がない。高齢の為、歩くのが困難な方が多くいらっしゃいます。タクシーを使うにも台数が少なく、なかなか来てもらえない。		個人的には出来る事はないのですが、コミュニティバスなど、安価な運賃で運行していただけるといいと思います

		市役前等に用事があっても14号にはバスも無く歩いて行くことも困難である。もらったチケート75をもう少し枚数を増やしてほしい。

		稲荷木地区の方が「ここは孤立してる」「どこにいくのも不便」との声多数

		バス等の交通機関がなく、それに加えタクシーを呼んでもつかまらないことが増えてきている。		チケット75の提案

		高齢者にとって、バスを(平田は)利用する時が少ない。またタクシーを呼ぶのも大変(なかなかすぐには来てくれないetc)		サロンの場所などに行とかお誘いするのも交通の便が悪いとできないので、行政の方にその事情を訴える

		市川駅、本八幡駅に行くのにも歩けない方はタクシーを呼ぶ様な地域。		ずっと以前よりバスが廃止。なかなかタクシーもつかまらず、いつまでも手を上げて、便利な地域の様で不便である。

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		強盗のニュースを見て、家が古いので、カギなどのとりつけがむずかしいとのことで、窓をふさいだが部屋が暗くなり、生活しづらくなった。家を訪問した時にあまりの暗さに再度工事のやりなおしをお願いするようアドバイスをした。後日いくと木のこうしがつき、明るくなっていた。

		地域に防犯灯を付ける事を心がけてほしい。		防犯パトロール

		マンション生活ですか、最近、身知らぬ人が工事等をよそおって、土日の管理人のいない時をねらって訪問する事が2～3回ありました。ご近所の高齢者の方々も怖がっておりました。何回もチャイムを鳴らし、返答もきつい言い方になり、お断りしてもすぐ帰ってくれないので。		一応高齢者の方には、御自宅から出ない様に、対応は私がやりました。見知らぬ人からの工事や電話での誘いには出ない、インターフォンでの対応とのことで、管理事務所、自治会等で話させていただきました。

		市川は比較的案心とは言え、最近の治安など不安を感じています。近所づきあいも薄くなりどこに助けを求めたら良いのか、いざと言う時に心配です。

		江戸川近くの住民から不審者が多いとの連絡あり		市民安全課と防犯灯設置を行った。

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		マンションの住人が、高齢者が多くなってきている。一人住まいも多くなっている。		市への登録(高齢者サポート)

		高齢化は自身だけでなく、後ろ盾となる兄弟や親戚も同様に年齢を重ね、将来に不安を感じている話も聞く。成年後見制度やてるぼサポートなどの支援制度について、個別相談の前に詳細が知りたい。少人数での説明会などを近くで開催していただきたい。		自治会にて説明会の場所を提供し、講師を市などに依頼する。

		高齢の一人暮らしでもあり、後継ぎがいない為どこに相談したらいいか迷ってしまう。		地域共生課に相談してみる。

		まだまだ元気と自分では思っているが、いつ何時に悪くなるかも知れない不安があり、心配という高齢者が多い。		高齢者サポートセンターを紹介させて頂く。

		15.居場所に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		居住するマンションは築48年で、配管などの老朽化が進み、水回りのトラブルが発生している。最新の耐震基準適合ではないため、耐震性について不安がある。管理組合が耐震化工事を検討したが、旬工事の書類不備で行政からの補助が受けられず断念しているので、地震によって倒壊し、高齢居住者は命の危険にさらされる。		東日本大震災規模の地震を超える震度にならないことを祈るが、自治会として管理組合と協力して防災体制を整える。

		16.医療、福祉、介護に関する専門職について

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		介護認定で要支援の方が介護サービスを利用出来ない。		サポートセンターの人員を増やす必要が有る

		17.その他 タ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		町会会員で年度が変る(1年間)と組長が交代することになっているが、交代要員がいないことが度々ある。(例)体調が悪い、高齢である、仕事がいそがしい、などの理由である。		組長の引受がなければ市からの回覧物等が町会員に伝わらないので、決めるのに時間がかかる。

		高齢者(独居)の方の、高い所の物を取る、時計の電池の入れかえ、具合悪い時の対応など。 コウレイ

		市川駅周辺の歩道は狭く、でこぼこになっていたりうねっていたりする。高齢者は小さな段差でも躓き転んでしまう。買い物途中で転んで骨折などけがをして歩行が困難になった高齢者もいる。ユニバーサルデザインの推進が唱えられて久しいが、高齢者にとって、出歩くことは転倒などのリスクが高くなる。		高齢者のリスク低減のため、お互い様事業を自治会でできるように検討を進める。ゴミ出しなどから始め、買い物代行までできるとよい。

		私が友愛訪問している女性で92歳です。銀行・郵便局にはお金があるのですが、本人が行かないとおろせません。市と銀行と郵便局が話して銀行の営業マンを自宅に、		高齢者のリスク低減のため、お互い様事業を自治会でできるように検討を進める。ゴミ出しなどから始め、買い物代行までできるとよい。

		マンション工事の騒音のクレームがあった		・工事業者と連絡をとり、直接説明してもらった





菅野・須和田

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高齢者の方は、本人や家族が病気になると、通院等の足がなくて、大変との声をよく聞きます。タクシー利用もされているが、一人で病院へ行しのが大変だと。

		この先、年齢を重ねていく中で、自分を含め親や子供達の健康が気になり心配。

		年を重ねるごとに身の不調が出てくる。年のせい?病院に行った方がよい?など心も不調になる。寄りそい以上病院未満で、相談できるところがあればよい。

		健康を維持できる体操

		2.子育てに関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		若い方達がお仕事を持ち働きながらの子育ては親達の仕事や家事、育事をしながらで大変ではありますが、子供が病気になってしまったりしたら更に大変なのではないか、不安になります。

				近年ではお母さんが働いている事があたり前となってきているので、保育園や放課後ルーム(学童保育?)の送起などのサポートシステムがあれば手伝いたい

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		地区内で高齢化が進み、施談に入られたり子供さんの所に行かれたりで空き家の数が多くなりその家の管理がなかなかできず、荒れ放題の状況が多くなっいる

		空き家が所々に増えてきている。庭木や雑草の処理が出来ていない所が目立つ		家の持ら主が解ればその方に連絡して対処してもらう

		空き家、ゴミ屋敷が多くめだってきている。行政ではどの様な対応を考えているのか。生活環境が悪くなり、防犯上も問題となる。今対策を検討しないととり返しつかなくなると考える。

		5軒並びの2軒が空家です。どの程度手を出して良いのかがわかりません。草を取っても良いのか?道路にはみ出した物は?etc		もし、空家主がたずねて来たタイミングで話しが出来ればと思ってます。

		空き家で木や草が生いしげったり、塀が傾いていて、地震がきたりしたらあぶないと思います

		買い物が多く、不要になった物が捨られずに取り置くのでゴミ屋敷化していく。捨てさせる方法は?		アドバイスしており普段使わない物は処分する様にと(片付けるか)

		防犯上不安が広がっている		むずかしい

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		担当地域では、家の建て替えや区画変更(大きな土地を小さく分割して分護する)が多く、新しい区画に対するゴミ置場が遠くなったりしたため、不便である事。利用家庭数が減ったため、新しいネットが配布されない。		清掃課に申し込んだが、「規則があるので例外は作れない」と断られ改善できなかった。

		引っ越ししてきた場合、出し方や場所についてもめる。(自治会であった事)

		体力低下により、ゴミ出しが困勤な方がいます。		高齢者サポーターに連絡致しました。

		身体上の不足がある人への支援 シエン		具体的な手伝いをしたいが（本人とのツナガリ方が不明です）

		少しの距離でも大変、という状況になる方たちがふえてくる。さらに対策が必要。		ご自宅前に出したものを、伺ってステーションに運ぶお手伝いはできる。(ゴミ出しの日に出すものがあれば連絡をもらって活動する方法がよい）

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		一人暮らしのお年寄が多いため。		依頼があった時は、お手伝いしたいと思います。

		一人暮らし高齢者が買い物に行けないので、高サポに相談しても要支援2では対応のしようがないと言われている。		市と一人暮らし高齢者の取り次ぎのみ。買い物代行サービスがないことに不満です。松戸市や都内では行っているサービスで市川市ではなぜないのか。

		足を悪くしている方々にとっては、杖をついての買い物等が困難とのこと。家族に依頼してネットスーパーも利用されている方もいるが、思うように動けない方にとっては大きな問題のようである。

		足が不自由になり、買い物が負担になってきてる方がいる。		特にしていない

		買いものの方法、宅配などを利用するなど工夫できることがあるので、知らない方に教えたり手助けできればよい。（実際に買いものに行ってあげるのではない)		たとえば生協などの利用などをすすめたりする。ネット宅配も。

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		免許返納したが買物や通院に困っている。(スーパーや駅まで遠いので)(バス停も違い)

		タクシーを利用したいが、都合よくこない(呼んで)予約しても、その通りにならないこともある。

		市川病院が本八幡駅に出るバスがなくなりこまっています。

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		近所に個人宅がふえてきた中で防犯、及びサギ等が必配になる

		この1年間でも空き家などの事例を良く聞くことがあります。1人住いの高齢者が多くなり防犯対策が難かしくなっている。

		ひとり暮らしなので、押し込み強益、サギ等の不安		・”電話でサギ”の注意カンキを訪問の都度伝える・防犯グッズの紹介

		・あきす、サギ(遅根の修理)・なんでも買いますとか、言われる。		金曜日に夜間、パトロールに回っては、いるが昼間は訪問の時に玄関はあけないように伝えている。

		京葉ガスをよそおって家に入ってこられ、不安になっている方がいます。		話を聞いてなぐさめた。

		実行か見えていない不安が広がっている!		時々実施しています。

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		ひとり暮らしの70代の方で、将来的に施設への入居を考えている方がいらっしゃるのですが、まずどこへ相談して良いのか全くわからないと聞きました。市や社協では色々と有効な事業を展開していると思いますが、まだまだ情報が行きわたってないように思います。

		年令を重ねてくると、後を見てくれる人がいない方がいて心配している。成年後見制度にも不安があるようだ		成年後員制度の勉強をしてもらう。間に立つ良い機関が設けられると良い。

		自分が動けなくなった時、最終施設に入りたいが具体的な施設が知りたい。		高齢者サポートセンター等で具体的事例を示す。(努力中)

		14.就労に関すること シュウロウ カン

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		できるだけ長く働きたいがハローワーク以外で高齢者の働く場所の提案できる所を知りたい。(シルバー人材以外)

		15.居場所に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		行き先がなく話す人が少なくて、「今日も一言も話していない」と、おっしゃる方がいる		介護施設の通所を開始したが、途中で行かなくなり、結局、ご近所を散歩する事を勧める

		16.医療、福祉、介護に関する専門職について

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		親の介護に対し家族で意見が合わず、介護保険も受けさせてもらえない。自分は仕事、子育てで手がまわらずこまっている。		高齢者サポートセンターの相談をすすめる。主治医への相談。などを行なう。





国分

		1.自分や家族の健康や病気のこと		※未回答1名 ミカイトウ メイ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		健康が不安 ケンコウ フアン

		自分自身にも当てはまる事だが、日に日に体調が悪くなっていく。又、家族がある日突然大病を患い入院などしてしまうと非常に困ったことになってしまうと思う。

		腰が痛い為、毎日病院に通っている。何もする気力が起きない。人に会いたくない。

		夜寝つきが悪く睡眠導入剤を服用している。めまいがしてふろつく。耳鼻科に行って薬を処方してもらっている。		病院を紹介したり一緒に調べることはできる ビョウイン ショウカイ イッショ シラ

		夫婦二人暮らしで共に高齢になり、元気でいられる様いろいろ話し合っています。		スポーツや体操など近くに行ける場所があるといい。
散歩等心掛けている タイソウ チカ イ バショ サンポ トウ ココロガ

		70才のご夫婦の方で奥様が膵臓がんになり、手術は無理で行なわず、今はがんが全身に転移しており痛み止めのお薬を飲みながら生活しておられます。ご主人がお元気なので、助かっておられます。		近所なので体調などお聞きして、何かお手伝いすることがあったら言ってくださいと伝える。
くだものや好みの食べ物を差し入れている。 キンジョ タイチョウ キ ナニ テツダ イ ツタ コノ タ モノ サ イ

		4.家族関係に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		お一人暮らしの80代の女性の方で、子供は長男、長女の二人おられますが、長女の方は車で5分位いの所に住んでおられ、娘さんの家庭のやりくりが大変と言って、お母さんにお話しをされるそうで、その時は、お金を渡しておられるそうですが、これからお母さんもお金がかかるからもう渡さないと言うと老後は娘さんが見てあげるから大丈夫だよと言われるそうですが、はたしでどうでしょうか?		「私たちもある時まで子供たちに援助をしていたが、自分たちの老後のことを考えるともうこれ以上は出せないから自分たちでやりくりしてくださいと伝え、その後何とかやりくりをしているみたいです。」とその方に伝えた ワタシ トキ コドモ エンジョ ジブン ロウゴ カンガ イジョウ ダ ジブン ツタ ゴ ナン カタ ツタ

		一人暮しの高齢者が多い
近くにこどもがいない チカ

		7.空き家やゴミ屋敷		※未回答1名 ミカイトウ メイ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		何十年も放置されている空家が、地域に何軒かある。		廃屋でない空き家をサロンに利用できないか。 ハイ ヤ ア ヤ リヨウ

		周囲にめいわくをかける。小動物が住む。火災が心配。

		空き家に人が入っていた事がある

		空き家の庭木が伸びてきて困っていると近所から相談

		雑草、樹木、ねずみ、ヘビ、など被害。隣地の樹木

		空き地に廃棄物が放置されておりますが、個人の土地の中であり、どうしようもなく困る。		草が伸び放題のため、除草剤をまいて草を取り除いている。空地の隣の方からの依頼でしている。 クサ ノ ホウダイ ジョソウザイ クサ ト ノゾ アキチ トナリ カタ イライ

		9.ゴミ出し		※未回答1名 ミカイトウ メイ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		不法投棄

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		道が悪く車が多い

		地域に店舗が皆無であるので、高齢なので歩いて行くのは無理です。

		遠い所まで買物に行くのに困難がある		近くの方であれば送り届けることができる チカ カタ オク トド

		・具合が悪い時は買い物へ行けない。・歩いてスーパーへ行くことが困難。

		ひざが痛く歩行が困難な時がある。		タクシーを利用される場合、一緒に同行できる リヨウ バアイ イッショ ドウコウ

		高齢に伴い、歩行に支障があり、近くにあるスーパーに買い物に行けない。

		独居老人の買い物困難について。近所に店鋪が無い。歩行が困難である。		週に１，２回くらい小型車の行商があればいい。 シュウ カイ コガタシャ ギョウショウ

		私共はまだ運転ができますが高齢でお一人暮らしの方は店が遠く大変そうです。		宅配等のサービスを利用するよう勧めている。 タクハイトウ リヨウ スス

		80代のご夫婦(ケアマネさんも入っている)。妻=認知症、介護2、デイサービス週3、朝の送り出し。夫＝支援2、手押し式の歩行補助具使用、ゆっくりの歩行で買い物に1時間くらいかかる。回りの住民の方から危ないのでなんとかできないですかと言われて訪ねて、入っているケアマネさんと話をしたところ、その時間をどこから出そうか、検討中とのことでした。		支援は入りましたが、その間の10日間くらいは買い物代行をしました。
※現在は夫婦とも兵庫の施設に入所 シエン ハイ カン ニチ カン カ モノ ダイコウ ゲンザイ フウフ ヒョウゴ シセツ ニュウショ

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		バス停が遠い（操車場がアンデルセン幼稚園まで行ったところ）

		バス停が遠い。スーパーは近所に沢山あるけれど歩きでは遠く、買い物をしてからでは荷物が多く大変 ニモツ

		医療機関に行くための交通の便が良くない。		乗合タクシー等ができるといいと思う。 ノリアイ トウ オモ

		バス停も距離があり病院買物大変です。		コミュニティバスを試してもらいましたが、必要な場所に行かなくて廃止になってしまった。せめて病院まで走ってほしかった。 タメ ヒツヨウ バショ イ ハイシ ビョウイン ハシ

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		街灯が、少ない

		真夜中(AM2~3時)に1人で道路を歩いている不審な人をよく見かける。犯罪や事件の元になると思う。警察による深夜パトロールの強化を望む。

		固定電話や携帯電話に、国や、市からと言って信用させる様な電話がかかって来ます。ニュースではお金の被害になったことが毎日報道されていますが、早くなんとか、取り締まってほしい。		詐欺の電話が多いので気を付けてくださいと伝える サギ デンワ オオ キ ツ ツタ

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		身寄りのない80代の女性が自分自身の今後について不安をかかえており、自身で成年後見人制度を調べているがかなりのお金がかかる。(年金受給者だが少額）入院する際にも保証人が必須になっているのでそのような場合どうしたらよいのか常に不安感がある。		今後のサロンで成年後見制度の講座と紙芝居を企画しているので、少しでも参考になればと思います。 コンゴ セイネンコウケンセイド コウザ カミシバイ キカク スコ サンコウ オモ

		17.その他 タ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		民生・児童委員の地域と、自治会のエリアがずれており、分かりにくい。

		民生委員活動を行なうにあたって、昨今の、プライバシー重視の風潮が障害になっている。





曽谷

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高齢化により、健康の維持が課題。

		お一人暮しの方がふえてきました。女性の場合はサロンにお誘いしています。		男性の一人暮しの方は、地域に参加する事や近所づきあいが難しいと思われます。女性では対応は無理です。

		体調が不良の時に病院に付添いをしてくれる人がいない。

		高齢者の親から、自立して家から離れた子供たちも、自分たちの生活や仕事忙しく、親の面倒まで見きれないということで、実家にもまったく帰らず音信不通。		友愛訪問による見守り。高サポとの連携協力。

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		一人暮らしだった方が、施設入所され、空家になった。親せきの方もいるようだが、訪れることもなく、庭木が伸び放題。道にまではみ出し、交通の邪魔になったり、虫がわいたりした。		役所に相談してみる ヤクショ ソウダン

		通勤途中も含め空き家が増えているなと感じる。そのまま放置されている家屋に関しては建物の傷みが年々ひどくなり、通行の際(特に強風や台風の時集)危ないと感じます。あと、空き家をシェアハウスにしている物件もありますが、住んでいる人がよくわからないのと、出入りが多く(入居、退居)何となくこわい気かします

		自分の住まいの回りには人が住んでいるのがわからないような家が結構増えてきているのが実感できる。ゴミ尾敷もところどころ見受けられる。

		空屋が目立つ。

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		ゴミを個別に集めてほしい。 コベツ アツ

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		店が少ない

		スマホやPCでの注文が出来ない人は買い物に出かけないといけないが、近くに移動販売が週1で来るので喜んでいました。

		徒歩圏に、スーパー等大型・中型商業施設がない。

		営谷5丁目、8丁目の住人にとってフーパーが徒歩で20分以上かかる所しかない。(例：マミーマート、マルエツ、ライフ・・・)

		足が不自由、買い物の品が重くて大変

		近くにスーパーが無いため、(コンビニはある)買い物難民がふえると思っていました。ウエルシア移動販売は助かると思います。

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		バス停までも遠く、駅行くのには歩き、40分はかかる		ミニバスを通してほしい トオ

		バスの便数が少い特に8時10時台がない(曽谷公民館前)

		住んでいるエリアにもよりますが、バス停が遠い。又、バスの本数が少ないと思います。

		歩けない方、車で送迎出来る人がいない方はタクシーを利用しないと通院も出来ないので、割引券を出してもらえると良いと思う。

		バス停まで遠い

		本八幡方面、市川方面に出るための公共交通はバスになります。バス停迄の道のりが大変になった方も増えています。一日に数回ミニバスみたいなものがあると年配者の方が動きが広がるのではないかと思います

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		公園を使用している人が多い(サギ)

		昨今のニュースなどで、高齢者を狙った痛ましい強盗事件をよく見かける。近所づきあいも希薄な高齢者が、自分自身の身を守る術は・・・と考えると、意識的にも難しい。		市川市から家庭用防犯カメラの設置などを推進し、助成制度を導入してはどうか。





大柏

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		年齢的なこと。

		親の介護について。親が亡くなったあと1人になった時？1人暮らしで入院の時、保証人はどうしたら良いか？

		3.ヤングケアラーに関すること ※記入なし キニュウ

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		空き家になってきている家が近頃多くなってきている様に思う、もちろん見えるはんいは、ゴミ、雑草だらけ・・・火事になる事が心配

		8.ひきこもり

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		娘さんが中学からひきこもりになり、現在30いくつかになっています。両親は悩んでいる様子もなく、あきらめているようです。		相談ができる関係づくり ソウダン カンケイ

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高齢化のため地区のゴミ担当当番が減少・高齢者については個別回収の対称を要支援からにしてほしい		ゴミ出しを手伝う

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		近くにスーパー等の店がないこと。

		車で行く事ができなくなったので、困難、足や腰が悪くなってしまったのでとよく聞く

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		大柏出張所、病院へ行くのに、不便		自身では車で連れてきてあげる。時間があればにかぎられてしまう。

		高齢になり、免許返納。南大野自宅から市川総合病院への通院は、足許も不安な中乗り換えが多く、タクシーの予約もむずかしく、負担が大きい。		市からのゴールドシニアのチラシをわたした。

		バス、京成やコミニティーバスの便が減りこまる。75才からの補助券、バス、タクシーもう少し枚数をふやしてほしいと言われた。市役所にも聞いた事あり。

		タムスからの帰りのバスがない。市川総合への直通バスが少ない

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		自治会役員の見まわりが月1回という現状、不審者等、個別訪問の事例があれば自治会長から警官のパトロールを依頼している。		時々夜8時頃家の近辺を見まわってみる。

		防犯に対し、庭木や家まわり、家の中の対策には高齢になると身体の不都合、金銭面やさまざまな相談をする人がいない。		予防ジャリはホームセンターで買い物を手伝った。

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		「高齢者のお金の管理」自分自身今後どうすべきか課題。地域での説明会開催しては・・・・		サロンでの説明会を提案してみる。

		高齢者夫婦だけの家庭がふえてきて、何かあった時に、子供達への連絡が心配になります。

		17.その他 タ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		私の家のまのり一帯の裏(少し高くなっている)の雑木林の木の葉っぱが一年を通して落ちてきて、雨どいに積もったり、そう心に近隣の人は皆困っています。		山のもち主に話をしても何もしてくれない状況です。市議会委員に調べてもらった結果、森林を守る緑の会に所属していて、持ち主が何人もいて個人の持ちものなので、市としても何もできないと言われました。

		地域で一人暮らしの中年男性が近隣の少しの駐車、生協など配布時の声、その他様々に注意をし、頻繁に警察を呼ぶ。近隣の方々の日々の緊張の生活は気の毒なばかりです。		社協に相談中





真間

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		・夫のひきこもりが心配だが「物忘れ外来」などに誘っても行く気がない。高サポや地域ケアを紹介するが案の定足も向かず、進展がない。大いな不安が妻にあり心配
・90才くらいの高令者の一人住まいが多く、体の不安を口にされる。90才を過ぎても民生登録されず、ある日ころんで「骨折→救急者→入院」		・地域ケアや高サポに相談をするように話したが、なかなか足が何かずにいる。会う度に、妻の愚痴を聞いたりしている。
・腰痛がひどくなり、近所の私にTel有。救急車で病院に搬送し、ご家族に連絡した。→入院の人→入院から施設入所した人

		・独居の方は、今は元気だが何かあった時にどうしようということ、家族がいる方は配偶者や親の健康に不安があるが、病院や、介護認定の説得が難しいということ。		行政や社協につなげること。高サポの存在を伝えること。

		来所者さんの中にはご自身で気をつけていらっしゃる方々もおられますが、年齢に伴なう認知力の低下などがあり今後のQOLが心配です。・糖尿病の治療など・徘回とまではいきませんが、地域周辺を歩き回るなど		丁寧にお話しを聞き、差し支えない範囲で助言やアドバイスする

		働き手が病気になった時の不安

		6.認知症の方の徘徊等

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		認知症について元気な人が急におかしな事を言う、見ていると心配になり一人で暮していると食事の仕度、火の始末等大丈夫?		認知症は見守りだけではだめで常に見ていないとわからなくなる。

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		当地区は高齢者が多く、又細い路地が多い、集積所まで100~200m有る方もいる。

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		以前は当地区も商店が多かったが、残念ながら、商店が少なくなり、高齢化も有り困っている方も多い。

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		真間地区はバスに乗るためには少し歩かなければいけない。タクシーは雨の日などはなかなか予約できない。		ご近所さんからは薬をもらいに行ったり、買物を頼まれることはできる。通院など本人が行かなければいけない場合は困る。

		駅まで遠く、コンビニもない。タクシーが予約しにくい。道路が狭く、車の利用が不便。		近隣住民の日常の接触と助け合い。ボランティア精神。

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		・屋根がはがれていると言われた(近くに工事で来ている)→はがれていない。

		窃盗が多発しているので特に高齢者が狙われている。防犯対策の強化

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		一人住いになった場合、不安を感じる		法律問題が入り、個人としてはむずかしい。行政の相談制度等が必要。

		・相談事がリフォームの話しで聞いている時に身内はだれもいない古い家をどこまでリフォームをしたら良いのか本人が決定する事がむずかしい様。
・成年後見人制度の事を話している時一ヶ月に1万円～3万円かかるので無理と言っていた。これからこういう事が多くなるのではと思う。

		15.居場所に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		精神障がいの方の居場所について、気軽にフラッと行ける場所がないと聞きます。利用したい側と受け入れる側がうまくマッチしていないように思う。		CSWだけでは大変なことも多いように思う。友達を欲しがっている方が多いと思う。そういう人同士が交流できる場があれば理想的だが、それもまた難しそう...。

		16.医療、福祉、介護に関する専門職について

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		将来の利用利便性に不安

		17.その他 タ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		地域の掲示板を少しずつでも新しくしていただけたらと思います。南側の大和田地区を歩いていて思いました。昔からの画鋲で貼るタイプからマグネットに、さらに扉もついていて雨風の日も安心なタイプです。

		ご近所関係が希薄

		メンタル面でケアが必要な来所者さんもいらっしゃるのでその対応は常に気をつける必要があります。		保健所職員の方の研修会でメンタルケアが必要な来所者さんの対応の仕方を理解できた。

		精神の方の来所が多い。先日、保健所の方に講習していただき、大変勉強になったが、日頃の胸の内にある課題を一気に話してくるので、スタッフは苦労している。		講習していただき助かりました。扱いがとても困難で、日々苦心しているスタッフと情報を共有して対応している。





八幡

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		自分がたおれたら(病気になったら)という心配。

		病院へ行く時等の付き添い等		自分も高齢であるのでむずかしい。

		内科、歯科、整形外科等に通院の手役で困っている。

		本人、家族の病気や要介護状態に直面した際に介護の手が少なく(加居、高齢世帯など)在宅介護に不安を覚えるケース		介護申請の勧め、介護サービス(介護保険、自費等)の案内

		高齢者が増えて来ており、老々介護予備群の世帯が増えている。また、高齢者の独居もある。		プライバシーに触れて欲しくないといった反応も多く、自身でできることは限定される(近所の人には、逆に特に頼りたくないといった雰囲気がある)

		・認知症になったらどうしよう・子供はいるが結婚していない

		年が上って行くと病気の事が心配になってくるとの事

		自ら脳卒中を経験し、体調をととのえるのに苦労しています。娘も障害認定されております。		病後(脳卒中)のリハビリに集まる場(健康体操等)のお手伝い

		一人暮らしの高齢者の方が近隣にいるが、これから何か病気（突然死）などあった時が心配。		会った時はあいさつをしている夜、電気がついているかなど確認している。

		2.子育てに関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		自分が行っている「親そだちネットワークビジービー」は産前産後サポートやつどいの広場を行っているが、産前産後サポート、つどいの広場を知らずにいて、孤立している親子がいると思う。SNSがあるがどうすればといつも思っている。		子育てサロンなどで伝えていっている

		子育て情報が、必要な人に届くようにしたい。		ネット情報以外の本掲示板などの利用が必要だと思います。

		5.生活困窮 セイカツコンキュウ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		年金受給額が少なく、認知機能低下などにより金銭管理が難しくなっているケース		成年後見制度等の案内、関係機関との連携

		6.認知症の方の徘徊等

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		94才の方が、もうそうになっているようです。展根の上で子供が遊んでいるのでみてほしいと言って家に来ました。		言っていることを、はいはいと聞くことしかできませんでした。2回来ました。82才のおくさまを、7.8年、みている方です。無理もないと思っています。

		夫が認知症になったが、妻(自分)が一人で見る等

		市川市からのメールで、高齢者が行方不明になっているというお知らせを頻繁にいただきます。年令も様々でこんな若い方(60代)もと思ったりいたします。		一人ぐらしの高齢者とかかわりを持ってみまもること

		認知症になって夫（妻）が徘徊した時どうしたら良いか

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		空き家が多く見られるが空き巣等防犯に関する事

		家族の核家族化や高齢化に共なって、空き空が増えてきている。また、家族の方が、逆転してしまって、ショートステイ等々は参加しているが、子供の未婚化がすすんでいるのでこれも大きな問題になっている。		・空き家については、町会のパトロールを行っている時に、注意をはらって見ているが、空き家の実態がわからないので困る時もある。

		戸締まりをしっかりされているが、空き家がチラホラ有り、防犯防火の面で気になる

		○昨年の事例だが、雨戸が開かず電気も付きっぱなし状態で、市警察へ連絡して調べてもらったところ亡くなっていたことの事でした。○高齢で入院して、空き家になっていたとの事

		独居高齢者で、認知機能や身住機能の低下により、自宅の環境整備が困難だが本人が困りごとと認識していない。もしくは介入を拒否するケース。		複数回の関わりによる信頼関係の構築から自費サービス、介護保険サービス等の案内

		8.ひきこもり

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高齢の親とひきこもりの子の家があり、声もかけにくい。

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		コンビニの通り道にあるゴミ捨て場や、駐車場等に止めている自動車の運動手が、ゴミの日を関係なく、ゴミ捨て場に置いていくので、付近の住民が困まっている。町会としては、シールの注意書等をつくりはっている場所もある。		ゴミについては、ゴミのポスターを注文し、ゴミの出し方で問題になっている所に貼っている。

		決められた日に出す、というのが、前夜に出して、猫やカラスに散らかせられたり、又集荷時間がまちま方で困っている		近隣との関係づくり キンリン カンケイ

		今日は何を出すのかわからないのでといって、置き場に行って確認してからもう一度、出しに行っている高齢の方がいる。

		通勤含め、駅(JR本八幡)へ行く途中となることもあって、通行人がルールを守らない。ゴミ投棄に困っている。最近、タバコの投げ捨ても増えた。		マナー醸成の雰囲気を、市全体で取り組むことが必要か。その場で注意して、逆ギしされたこともある。

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		物価高につき、週1回の買物のため大量の荷物の運搬に不自由している。

		週1回ヘルパーさんと買物している。

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		バスの本数が少ない

		駅から遠く、バスを利用したい時もあるがバスが通ってない。結局自転車になっている。大変...

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		訪問を断ってもなかなか帰らない。玄関をあけないように話しています。

		戸締まりをしっかりされているが、空き家がチラホラ有り、防犯防火の面で気になる

		やはり夜が心配です

		テレビのやみバイトetcで不安		声かけ、情報の共有(地域内であった事例etc)

		ひとり暮らしの女性の家を不審な男がピンポンして訪ねてくる。

		近隣でどろぼうにあったという方が多数いらっしゃいます。万一出会ってしまったらと思うと、とてもこわいです。あやしい営業も多数あります。		近隣の方と知り合いになる。とじまり、知らない方(営業)にはとりあわない。ネットに注意!!

		年齢的な面もあり、なかなかパトロールが出来ず又最近カメラや防犯灯を設置したりもしたが若い人達は交関先が明かるくなることを困る、との話もある。

		漠然とした不安で具体的な事例はない		防犯灯設置、防犯パトロール

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		1人ぐらし、兄弟仲が悪い、体調も心配の方が、なくなったあとのことが心配だと相談をうけた		高サポさん・市福祉課・社協)につなぐこと

		老後一人で生活していたり、色々なところで問題をかかえた人がいるので、どう相談ができないか問題になっている。		・町会と民生委員との協力で必要があれば関係諸機関に相談をお願いしている。

		15.居場所に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		子どもでも老人でも、ひきこもっている人がいるがどこに行けば良いか.・・気軽に行ける所がないような・・・コミュケーション苦手な人は場の提供だけでもあると良いと思う時がある。		居場所を探し伝える

		集まれる場所を教えてほしい

		16.医療、福祉、介護に関する専門職について

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン



		17.その他 タ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		近所とのつきあいが「希薄」な事が気がかりである。

		子供家族と一緒に住んでいるが、子供一家は3階、自分(90才の高齢女性)は2階に住んでいて、昼間はずっと一人でいて、話し相手もいなくて...と淋しさを話していた。(市制90周年のベルを届けた時にお話をきいた)		友愛訪問は一人暮らしの方なので前述の方は家族とお住まいで当てはまらない。民生委員として訪問するには何か理由がほしいが・・





市川東部

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		自分の健康の事、1人暮しなので子供は近くに居ても一緒に住んでいないので少し心配かな

		加齢によって生じてくる色々な不具合に不安を感じる。

		6.認知症の方の徘徊等

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		俳回ではないですが、家に引きこもってる。見守り活動をして行きたい

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高齢者世帯の世帯主が亡くなったり、施設に入居したり等で空き家が増えて近隣住民から防犯や防災上に不安があるとの指摘がある。		定期的にパトロールを行っている。市にも相談はしているが個人資産の壁があって解決には至らない場合が多い。

		近くに1件ありますが、その近くの方がたいへんめいわくを感じている。台風などには板が飛んで来るなど困っているそうです。

		長年、空屋になっている家からトタン板などが落ちてきてこまっている。		落ちてきたトタンを片付ける以外はなにも出来ない。

		空き家で、ガラスが割れていたりして小動物が中に入らないか心配。

		・パトロールをしていると空屋がいまだに多い様に感じる→防犯面や災害面からも現状が好転すれば良いと思う。		場所の把握をし、見守るだけ

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		市の袋で出さず、分別もせずいろいろ一緒にして出す人がいますので、近所の人がいつも整理していて、困ります。鬼越2丁目しんかわ橋たもとです

		近所のみなさん、出し方なでていつも、相談あり		少しずつでも、ゴミの出し方、伝えたいです。

		団地のゴミ出しの事あみの上にゴミを捨てている方がいる用ですが、道路の近くなので通りすがりの方が捨てていくのかもと言う事も有るのではないかと?

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		歩道が狭く、手押し車を押して歩きにくい、危険		代わって買い物に行く

		近くにスーパーがない為、買い物に行く事が大変です。		私は車で買い物に行くので、ついでに買い物をして来る事出来るので、お手伝い出来ると思います。

		坂の上なので、帰りは荷物を持ったまま登ることになる(重い物はたくさんかえない)近くにスーパーがない。(以前は平道のところにあった)

		スーパー等近くにない為今現在は自転車で移動出来るが、病気になったらと不安を感じている

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		バスの本数が少なくなった。

		高齢者介護1の方、病院受診するための交通が不便なため、交通費タクシー代金が多くかかり、家計を圧迫している(年金生活)

		バスの便が少ない。タクシーを呼ぶにも台数(運転手)少なくなかなか来て頂けない

		バス(コシュニティー)がけい路かわって、なかなかご高齢の方々がつらそうです。		どうしても、個人の力では、むずかしいと思うので病院等へ、交通手段、考えてもらいたいです

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		自治会の皆さんと市の方と一緒にこれからもパトロールなど活動を進めたいですネ。

		・中年男性の下半見露出　
・不審車両中からの生徒達へのアピール　
・猿出没 シュツボツ		・パトロール・情報共有・日常生活の中で目をかける。

		最近ニュースで見る防犯に対して不安を感じる。

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高齢者世帯や高齢者の単身世帯が増えている中で自分が亡くなった後や自分が施設に入った後について,悩みを聞く事がある。		定期的に声掛けをする様に努めている。

		年金だけでは施設に入るほどない。在宅では充分なサービスを導入できない。		老後資金2000万円ではむずかしい。(物価高の世の中)どの家庭(年金夫婦2世帯)でも貯金等の切り崩しで生きている?自助とはいえ.・.・・元気なうちからの自助が必要と思える。

		自分の健康状態、認知症のこと等

		17.その他 タ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		グラウンドゴルフの活動をしている所はないですか。

		・介護認定変更して色々サービスを受けたい要支援・要介護
・高令者の施設入所		高令者サポートセンターに相談

		地縁が希薄（地域とのつながりが薄れている） チイキ ウス





信篤・二俣

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		老老介護、認認介護等が年々多くなってきているので大変心配です。

		3.ヤングケアラーに関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		テレビを見て知ったのですが、非常に大事な問題だと思っています。

		6.認知症の方の徘徊等

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		近所の人等が徘徊した場合の キンジョ ヒト ナド ハイカイ バアイ

		8.ひきこもり

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		【例1】高齢者の独居 介護保険は申し込んだがサービスの利用はなし、話し相手もなく民生委員とはつながっている。どうにか他者と交流したいとの思いがあっても、身体、容姿に自信がなくてサロンや交流の場に行かれない。【例2】知的障害者 家族の助けで外部とつながっているが、親の高齢化で親なき後へ備えておきたいとは思っている。		介護サービスを進めたり、訪問回数を増やして見守りをする。

		近隣に該当する事例が多くあるので心配です。特に40代50代の人が多くなっているような気がします。

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		不法投棄、ゴミ出しルールを守らない		集積所の整理

		ゴミの分別ができていない（特に外国人の場合）

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		コーナンがなくなった

		ベルクの件で買い物難民がいる。

		コーナン閉店に伴い、買い物の場所が減った。駅前に店はあるが、行くまでの道が狭く安全面に問題有り。

		コーナン・ベルクが閉店し、不便

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		マイクロバスなど小さな形態の車でもかまわないと思いますが、0にならない工夫をしてもらいたい。病院や買い物に困らないようにしてほしい。

		3月いっぱいで市バスの中止になり、病院への通院の足がなくなって、今後の事が心配！！また、コーナン、ベルク等のスーパーもなくなり、買い物には原木中山までスーパーに出向く足がない！！

		バスがなくなる件

		バスが無い。コミュニティバスの運行を望む。

		京成バスの廃止。京葉道路を超えるのが不便。

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		昨年2月末、帰宅中の女性が強盗事件あり		防犯カメラ、注意喚起

		闇バイト等昔と違いこれから防犯カメラやSECOM等必要な時代ですかね。車にもみんなカメラを付けている。

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		両親が高齢化し、同居への不安		何等かのサポート（同じ悩みを抱える者同士）

		超高齢化がますます進み、子供も高齢化が進み、あとつぎも無くなり大変心配です。

		老後認知症など必ずやってくる。その時がくる前に対処しなければ。

		15.居場所に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		知的障害で友人がいない。支援学校卒なので、同窓会等学校の行事へ行き楽しんでいるが、回数が少ない。定期的に（月に数回）集える場所がほしい。		当人が動き友人を集めることは無理なので、親が動く必要があります。一般の方のサロンは平日なので、就労している障害者でも参加できる場を案内してあげる。

		公民館、いきいきセンターまでいけない高齢者が多い。いきいきセンターなど送迎バスが欲しい。

		16.医療、福祉、介護に関する専門職について

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高齢者、障害者が通院するのは付き添い者が必要である。個人病院は段差があり、くつをはきかえたり不便です。常に混んでいて、受診が大変です。		知人であれば送迎の手伝いはしたい。

		介護施設は多くあるが、受入人数が少ない



		17.その他 タ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		災害への備え（心の準備含めて）が、不足しているように思う。		消防団として

		高谷地区には郵便ポストが少なく、高齢者が手紙を出す場合ポストが遠い

		訪問販売、詐欺等		注意喚起

		・地域における防災に対する備えが心配。・震災等の災害への対策を強化してほしい。
・外国人が増加しています。外国人家族の子育てや、地域での共生について取組んでほしい。

		防災体制に関すること ボウサイタイセイ カン





南行徳

		1.自分や家族の健康や病気のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		ご主人を介護している奥さんが、自分が体調悪くなったらどうしよう。歩けなくならないようにほとんど毎日歩いている方がいます。		お話を聞いて関係機関をお知らせするか、つなげられたらつなげてあげる事。何事もお話を聞く事ですか。

		年々歳をとり足、膝が痛くなります。特に膝が痛いので困る。 ネンネン トシ アシ ヒザ イタ トク ヒザ イタ コマ

		5.生活困窮　※意見無し セイカツコンキュウ イケン ナ

		6.認知症の方の徘徊等　※意見無し イケンナ

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		ゴミ出し行徳駅前3丁目の2番地の一郎のグループの方々が自分の家の前に設置を拒み、交通入口の前に置いている。市の担当者と話し合いをしましたが、拒み続けている状況です。

		・曜日を守らない。・所定の袋を使用しない。・カラスに荒らされる梱包。		集積場所のチェック

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		・ドロボーが増えている。

		市川市では最近カメラ付き防犯灯設置が１００基と市川市で取付、防犯抑止と動いておりますが、かなり規制があり困っている。当自治会で取付場所は規制ＮＧです。根本は防犯抑止と犯罪が起こるとカメラを使用して犯人を特定するのであまり規制あると必要な場所に取付できないので困る。 イチカワシ サイキン ツ ボウハントウ セッチ キ イチカワシ トリツケ ボウハン ヨクシ ウゴ キセイ コマ トウ ジチカイ トリツケ バショ キセイ コンポン ボウハン ヨクシ ハンザイ オ シヨウ ハンニン トクテイ キセイ ヒツヨウ バショ トリツケ コマ

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		・10年後が不安

		この地域は戸建と集合住宅が集まっている。高齢化すると地域の催しものの参加ができなくなり、段々と孤立に向かっていくと思います。特に集合住宅に住む人たちがその傾向が強くなります。どのように孤立防止をすればよいか。





行徳

		1.自分や家族の健康や病気のこと		※意見無し イケンナ

		5.生活困窮 セイカツコンキュウ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		年金が少いのでディサービスを増したいが行けない		生活保護を受けた方が良いと提案したが、それだけは嫌と言われた。

		物価高で子育世代の困窮者が増えている。ご飯をたべていない子供も多い。		子ども食堂の紹介

		6.認知症の方の徘徊等

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高令者(認知症)単独ではない世帯。長女と二人くらし、扶養扱いの為、サービスが受けずらい。日中の安全等不安あり

		高齢の夫婦の二人住まいで、やや認知症（特に奥さんの方）。飼っている犬がいなくなったと捜し歩いているとの情報あり。高サポの担当と訪問し、様子を見ていこうと対応している。

		7.空き家やゴミ屋敷

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		地域内に空き地があり、草木が繁り放題になっている。市に聞いても「勝手に入らないでください」と言われてしまう。空き家の存在がわからない。

		8.ひきこもり

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		長年、30代の方、ひきこもりで居るようです

		9.ゴミ出し

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		家の近くにゴミ出し場所がありますが、以前は自分で運んでいました。(私も運動になるので見守っていましたが)最近は自分で歩くのが大変らしく、門からゴミ出し場所まで、週2~3回私たちが運んでいます。		○朝の登校見守り時に、ゴミ出しを手伝う事が週3回あります。

		高齢化でゴミ出しできない方増加・ゴミ出しルールを守らないアパートの独身者		お互い様事業推進で協力可能

		新聞等の重いものの移動がつらい。

		10.買い物に行くことが困難

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		体が不自由で歩けない		今は要支援なので、介護度を考えていただいたらと提案した。

		90代の方、ご夫婦買い物が不便のようです

		近場での買物は近所の人と一緒に行ったり、頼んでおりしていますが、こまっている様です。

		11.交通が不便

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		駅まで行くのに交通手段がバスのみ。ダイヤの間隔が広くて使いにくい。

		12.治安・防犯に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		・TELにて警察ですとの事。容疑者が私を知っているとの事で色々教えてほしいとの事、そうゆう方は友人にはいないので...・メールにて品物が届いているが住所がはっきりしないので教えてほしいとの事、品物はたのんでない。

		自転車盗などが増えていると聴きます。また、サギなども増えているようなので心配です。

		空き巣の被害が起きている。防犯カメラなどの設置も考えて良いか

		アポ電や、訪問が時々ある様です。特に高齢者の独居者が不安があり、たまに相談される事があります。

		13.老後のこと

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		高令者クラブに対属していますが。クラブの性格上、いつも生活について活気になります。

		成年後見人になってほしいと言われている。		成年後見人の勉強をしょうと思う

		15.居場所に関すること

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		0～18歳が利用していた未広・本行徳の子ども館が廃止となり、妙典ピアパークまで遊びに行くことがむずかい年齢の子もいる。雨や日曜日の利用ができる室内がありがたかったと思います。

		サロン活動などに積極的な方やデイサービスに通えている方以外に、気軽に立ち寄れる場所が少ない。

		16.医療、福祉、介護に関する専門職について

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		病院待ち時間が長すぎ。介護に関することわからない方多い		高齢者クラブ、介護セミナーの開催

		自宅で、トイレに行くのが間に合わずもらしているようで、玄間のドアを開けるとにおいがする。

		17.その他 タ

		内容 ナイヨウ		地域住民としてできること チイキジュウミン

		自治会行事になかなか地域の協力が得られない。自治会に加入しない。班長の順になると自治会を抜けてしまう。高齢のため班長を受けられない家が少なくない







＜市内全域の共通課題＞

7位
13.老後のこと

令和７年度第１回地区推進会議 令和７年１１月１7日（月）＠第一庁舎第3委員会室

4位
7.空き家やゴミ屋敷 5位

11.交通が不便
6位
9.ゴミ出し

令和７年１１月１7日
令和７年度第１回地区推進会議資料

資料３



地区別重点課題について（国府台地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆国府台地区の重点課題 ・空き家に草が生えたりしている。 ・どのように手を差し伸べられるのかよく分からない。

空き家やゴミ屋敷 ・ゴミ屋敷問題。家の奥までゴミが散乱し、近隣が迷惑している。 危なくないように見守っている。

治安・防犯に関すること 訪問、ポストへ手紙を投函したが家の住民には会えず1年が経 ・日々清掃をしているが、年を重ねて辛くなってきた。

過している。

・近隣で植木の手入れがされず見通しが悪くなっていたり、

◆アンケート結果詳細 大量の落ち葉で治安上の不安もある。

「７．空き家やゴミ屋敷」、「１２．治安・防犯に関すること」の回答者数が ・町会で桜の木、梅の木が成長し花びらや雑葉が生い茂っている

最も多く４人、という結果だった。 所が2ヶ所ある。

・空き巣に入られた事件を聞き不安に思う話をされる方が多い。 ・警察や町会関係の方々のパトロールを見かけた時は

・今年の正月に空き巣狙いがあったと聞いたばかりで、近隣でも 心強く感じ安心する。是非続けていただきたい。

被害があったと聞いた。留守にすることが多いので不安を感じ ・空き巣に入られた知り合いは、気持ちが落ち着いた

る。 頃に防犯意識が甘かったと、防犯グッズを買い求め

・知り合いの家がドアや窓をたたかれた。防犯ガラスのため、ヒビ たとのこと。我が家も防犯意識を高め、不安から抜

は入ったが侵入されなかった。 け出す小さな一歩を踏み出した。

・去年から近隣で空き巣らしき様子が数件あり、ガラスを割られ ・近隣への声掛け、居住地域に関心を持つ。

た事件があって以来、警察の巡回の回数が増えている。 ・地域の人々がお互いを気にかけながら過ごす。

・車にくぎを刺してパンクさせる悪質なことがあり、防犯対策とし ・民生委員として、自分自身も見守りを強化したいと

て防犯カメラを買って備えている。 思った。

１７．その他

0人

0人

0人

4人

0人

2人

1人

0人

3人

0人

1人

７．空き家やゴミ屋敷7人

１４．就労に関すること

１５．居場所に関すること

１６．医療、福祉、介護に関する専門職について

0人

0人

2人

地域住民としてできること具体的事例

0人

１2．治安・防犯に関すること

具体的事例 地域住民としてできること

1人

4人

１．自分や家族の健康や病気のこと

２．子育てに関すること

３．ヤングケアラーに関すること

４．家族関係に関すること

５．生活困窮

６．認知症の方の徘徊等

７．空き家やゴミ屋敷

８．ひきこもり

９．ゴミ出し

１０．買い物に行くことが困難

１１．交通が不便

１２．治安・防犯に関すること

１３．老後のこと

0人 1人 2人 3人 4人 5人

１．自分や家族の健康や病気のこと

２．子育てに関すること

３．ヤングケアラーに関すること

４．家族関係に関すること

５．生活困窮

６．認知症の方の徘徊等

７．空き家やゴミ屋敷

８．ひきこもり

９．ゴミ出し

１０．買い物に行くことが困難

１１．交通が不便

１２．治安・防犯に関すること

１３．老後のこと

１４．就労に関すること

１５．居場所に関すること

１６．医療、福祉、介護に関する専門職について

１７．その他

20050105
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地区別重点課題について（国分地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆国分地区の重点課題 ・道が悪く車が多い。 ・近くの方であれば送り届けることができる。

買い物に行くことが困難 ・地域に店舗が皆無のため、高齢者は歩いて行くのは無理。 ・タクシーを利用される場合、一緒に同行できる

自分や家族の健康や病気のこと ・遠い所まで買物に行くのが困難。 ・週に１，２回くらい小型車の行商があればいい。

空き家やゴミ屋敷 ・具合が悪い時は買い物へ行けない。 ・宅配等のサービスを利用するよう勧めている。

・歩いてスーパーへ行くことが困難。 ・買い物代行をした。

◆アンケート結果詳細 ・ひざが痛く歩行が困難な時がある。

「１０．買い物に行くことが困難」の回答者数が最も多く9人、次いで ・高齢に伴い、歩行に支障があり、スーパーに行けない。

「１．自分や家族の健康や病気のこと」、「７．空き家やゴミ屋敷」の回答者数が7人といった結果 ・独居老人近所に店鋪が無い。歩行が困難である。

だった。 ・高齢でお一人暮らしの方は店が遠く大変そう。

・高齢者がゆっくりの歩行で買い物に1時間くらいかかる。

まわりの住民から危ないので何とかできないかと連絡があり

ケアマネに相談したところ、検討中とのことだった。

・健康が不安。 ・病院を紹介したり一緒に調べることはできる。

・日に日に体調が悪くなっていく。 ・スポーツや体操など近くに行ける場所があるといい。

・家族がある日突然大病を患い入院などしてしまうと ・散歩等心掛けている。

非常に困ったことになってしまうと思う。 ・近所の方の体調などお聞きして、何かお手伝いする

・毎日病院に通っている。何もする気力が起きない。 ことがあったら言ってくださいと伝える。

人に会いたくない。 くだものや好みの食べ物を差し入れている。

・寝つきが悪く薬を服用しているがめまいがしてふらつく。

耳鼻科に行って薬を処方してもらっている。

・夫婦で高齢になり、元気でいられる様いろいろ話し合っている。

・70才のご夫婦の方で奥様ががんになり、お薬を飲みながら

生活している。ご主人が元気なので助かっている。

・何十年も放置されている空家が、地域に何軒かある。 ・廃屋でない空き家をサロンに利用できないか。

・周囲にめいわくをかける。小動物が住む。火災が心配。 ・空地の隣の方からの依頼で、草が伸び放題のため、

・空き家に人が入っていた事がある。 除草剤をまいて草を取り除いている。

・空き家の庭木が伸びてきて困っていると近所から相談。

・雑草、樹木、ねずみ、ヘビ、など被害。隣地の樹木。

・空き地に廃棄物が放置されているが、

個人の土地の中であり、どうしようもなく困る。

地域住民としてできること具体的事例

７．空き家やゴミ屋敷

具体的事例 地域住民としてできること

１０．買い物に行くことが困難17人

１．自分や家族の健康や病気のこと

２．子育てに関すること

３．ヤングケアラーに関すること

４．家族関係に関すること

５．生活困窮

６．認知症の方の徘徊等

７．空き家やゴミ屋敷

８．ひきこもり

９．ゴミ出し

１０．買い物に行くことが困難

１１．交通が不便

１２．治安・防犯に関すること

１３．老後のこと

１４．就労に関すること

１５．居場所に関すること

１６．医療、福祉、介護に関する専門職について

１７．その他

7人

0人

0人

2人

0人

0人

7人

0人

2人

9人

4人

4人

2人

0人

0人

0人

2人

１．自分や家族の健康や病気のこと

具体的事例 地域住民としてできること

0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人

１．自分や家族の健康や病気のこと

２．子育てに関すること

３．ヤングケアラーに関すること

４．家族関係に関すること

５．生活困窮

６．認知症の方の徘徊等

７．空き家やゴミ屋敷

８．ひきこもり

９．ゴミ出し

１０．買い物に行くことが困難

１１．交通が不便

１２．治安・防犯に関すること

１３．老後のこと

１４．就労に関すること

１５．居場所に関すること

１６．医療、福祉、介護に関する専門職について

１７．その他



地区別重点課題について（曽谷地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆曽谷地区の重点課題 ・店が少ない。

買い物に行くことが困難 ・スマホやPCで注文ができない人は買い物に出かけないといけ

交通が不便 ないが、近くに移動販売が週1で来るので喜んでいた。

・徒歩圏にスーパー等大型、中型商業施設が少ない。

・スーパーまで徒歩で20分以上かかる。

◆アンケート結果詳細 ・足が不自由で、買い物の品が重くて大変。

「１０．買い物に行くことが困難」、「１１．交通が不便」の回答者数が最も多く、 ・近くにコンビニはあるがスーパーがないため、買い物難民が増

6人といった結果だった。 えると思っていたため、ウエルシア移動販売は助かる。

・バス停までも遠く、駅までは歩きで40分は掛かる。 ・ミニバスを通して欲しい。

・バスの便数が少ない。特に8時10分台がない。

・住居エリアによるがバス停が遠い、バスの本数が少ない。

・歩けない方、車で送迎できる人がいない方はタクシーを利用し

ないと通院もできない。割引券を出してもらえると良い。

・本八幡方面、市川方面に出るための公共交通はバスになる。

バス停までの道のりが大変になった方も増えている。

1日に数回ミニバスがあると年配者の動きが広がるのではない

か。

地域住民としてできること具体的事例

１０．買い物に行くことが困難12人

１５．居場所に関すること

１６．医療、福祉、介護に関する専門職について

１７．その他

4人

0人

0人

0人

0人

0人

4人

0人

１．自分や家族の健康や病気のこと

２．子育てに関すること

３．ヤングケアラーに関すること

４．家族関係に関すること

５．生活困窮

６．認知症の方の徘徊等

７．空き家やゴミ屋敷

８．ひきこもり

９．ゴミ出し

１０．買い物に行くことが困難

１１．交通が不便

１２．治安・防犯に関すること

１３．老後のこと

１４．就労に関すること 0人

0人

0人

0人

１１．交通が不便

具体的事例 地域住民としてできること

1人

6人

6人

2人

1人

0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人

１．自分や家族の健康や病気のこと

２．子育てに関すること

３．ヤングケアラーに関すること

４．家族関係に関すること

５．生活困窮

６．認知症の方の徘徊等

７．空き家やゴミ屋敷

８．ひきこもり

９．ゴミ出し

１０．買い物に行くことが困難

１１．交通が不便

１２．治安・防犯に関すること

１３．老後のこと

１４．就労に関すること
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地区別重点課題について（大柏地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆大柏地区の重点課題 ・大柏出張所、病院へ行くのに不便。 ・時間がある時に限られるが、車に乗せて連れていく。

交通が不便 ・高齢になり免許を返納した。通院は足元も不安な中、乗り換え ・市からのゴールドシニアのチラシを渡した。

老後のこと も多い。タクシーの予約も難しく負担が大きい。

買い物に行くことが困難 ・バス、京成やコミュニティバスの便が減り困る。

治安・防犯に関すること 75歳からの補助券、バス、タクシーもう少し枚数を増やして欲

しい。市役所にも聞いたことがある。

◆アンケート結果詳細 ・タムス市川病院からの帰りのバスがない。

「１１．交通が不便」「１３.老後のこと」の回答者数が最も多く４人、次いで ・市川総合病院への直通バスが少ない。

「１０．買い物に行くことが困難」、「１２．治安・防犯に関すること」の回答者数が2人といった結果だった。

・高齢者のお金の管理、自分自身今後どうすべきか課題。地域で ・サロンでの説明会を提案する。

説明会を開催してはどうか。

・高齢者夫婦だけの家庭が増えてきて、何かあった時に子供たち

への連絡が心配になる。

・近くにスーパー等の店がないこと。

・車で行く事ができなくなったため、困難。

・自治会役員の見まわりが月1回という現状。 ・時々夜8時頃家の近辺を見まわってみる。

不審者等、個別訪問の事例があれば自治会長から警官の ・ホームセンターで買い物を手伝った。

パトロールを依頼している。

・防犯に対し、庭木や家まわり、家の中の対策には高齢になると

身体の不都合、金銭面やさまざまな相談をする人がいない。
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地区別重点課題について（宮久保・下貝塚地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆宮久保・下貝塚地区の重点課題 ・買い物に行くのが大変、場所が遠い、坂がある。 ・行政への橋渡し。

買い物に行くことが困難 ・スーパーが遠いので年齢とともに買い物が大変になる。特に重 ・移動販売が1年前から始まり喜んでいる。

自分や家族の健康や病気のこと いものを買うときが大変。良い方法があるか？ ・移動販売、ネット販売等を知らせ利用できると良い。

・暑い時期の買い物が大変。熱中症になり何度か倒れた。

・足腰が弱まっているので、荷物を持って歩くのが大変。

◆アンケート結果詳細 ・スーパーはいくつかありますが、どこも坂道の上り下りが必要。

「１０．買い物に行くことが困難」の回答者数が最も多く8人、次いで 年とともに買い物が大仕事になっている。

「１．自分や家族の健康や病気のこと」の回答者数が6人といった結果だった。 ・車の運転を辞めたため、買い物が大変。

・近くにスーパー、コンビニがない。

・買い物難民である。

・家族の病院送迎が心配。 ・介護が大変なことに対し共感し、愚痴を聞く。

・健康で和やかな家庭が一番の幸せだと思う。 疲れていたら買い物や料理の手伝いはできる。

・年齢とともに身体が動かなくなっていく焦りがある。

・ご近所の老々介護の夫婦が施設を3か月で出なければならず

次が見つかるか心配していた。

ケアマネジャーの力量に差があるように感じる。

・自分、子どもともに年齢を重ねると健康が心配。
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地区別重点課題について（市川第一地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆市川第一地区の重点課題 ・高齢者宅で困ることが多い。誰か代わりにやって欲しいとの声 ・地域と連携したボランティア。お互い様事業。地域学

ゴミ出し をよく聞く。 生との連携強化。

空き家やゴミ屋敷 ・ゴミ収集場所の増設要望がある。 ・市の清掃事業課に相談。

・江戸川堤が近く、通行人でゴミを捨てる方がいる。役員がゴミの ・ゴミの分別を役員が対応している。

分別等対応している。 ･近所の1人で歩けなくなった方は、ヘルパーさんが前

◆アンケート結果詳細 ・不法投棄等マナーを守らない方が約1割いる。困り果てている。 　日に玄関にゴミ袋を用意してくれ、朝それを出してい

「９．ゴミ出し」の回答者数が最も多く8人、次いで ・近所でゴミ置きが汚いところがある。 　る。（週1回）

「７．空き家やゴミ屋敷」の回答者数が7人といった結果 ・健康上の問題や体力が落ちたことにより、ゴミを出せない方が ・ひたすら清掃するしかない。

だった。 いる。

・週3回の燃やすゴミ回収になってから、朝の回収時間が遅くな

り、カラスの被害が絶えない。清掃も大変なので、週2回の回収

に戻して欲しい。

・住民のいない家が目立つ。放置された家の周りが汚れている。 ・市の担当部署へ繋ぐ。

･20年以上の空き家もあり、防犯・防災両面で心配。 ・ゴミでも私有地にあり、私有物のため他人が手を出

・ゴミ屋敷に近い、家主が時々来ている。不在が多いので心配。 せない。

・空き地（地主不明）の木が茂り、落ち葉が落ちてくる。木の幹が ・個人の所有権問題があり、市は関与してくれないの

太くなり、ブロック塀を持ち上げている。

・ゴミ屋敷になっている家について、近隣住民から町会に相談が 　で困っている。土地の所有者が分からない、法務局

あった。家の住人は他の場所に住んでおり、たまにやってくるが 　で調べても既に死亡、相続手続きをしていない。

片付ける気はない。高サポや市に相談したが現状変わらない。 ・相談より町会で取り組んでみたが、結局個人の権利

・隣家が空き地になっており、大きな樹が生えていて落ち葉や根 で行政も手が出せない。私自身ができることはない。

が伸びて敷地内へ入ってくる。通行人がゴミを捨てていく等で ・家宅侵入はできないので、大きなゴミを端に寄せる

困っている。所有者（相続者）も不明。 くらいで特にやれることはない。

・玄関が見えた時、部屋の中にチラシが散乱していた。

9.ゴミ出し27人
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地区別重点課題について（市川第二地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆市川第二地区の重点課題 ・ゴミステーションが遠く、近隣住民との関係も薄く困っている高 ・地域住民の声を反映したゴミステーションの新設。

ゴミ出し 齢者が多い。 ・近隣の方なら手伝える。

交通が不便 ・ゴミ出しの場所が少し離れており、行くまでも交通が激しく困っ ・独居の方は会う機会もなく、情報が集まりにくい。町

買い物に行くことが困難 ていた。町会長が町会・高サポ・行政に働きかけ、無事解決した。 会や民生委員に気軽に相談があると手伝える。

・ゴミステーションの場所、ゴミの出し方にクレームがある。 ・清掃事業課と連絡を取り、カゴを設置、注意を促す

◆アンケート結果詳細 ・指定ゴミ袋に入れず、ポイ捨てがある。大型ゴミもほったらかし。 張り紙を作成した。

「９．ゴミ出し」の回答者数が最も多く10人、次いで ・高齢になると段ボール等のゴミ出しができない。 ・自治会から役所へ連絡してもらっている。

「１１．交通が不便」の回答者数が7人、「１０．買い物に行くことが困難」の ・新しいマンションができ、ゴミ捨て場の確保に問題が生じている。 ・もう少し市が市民の声に耳を傾けて欲しい。会議に

回答者数が6人といった結果だった。 住民の声が届き、回答が出るまでに時間がかかる。 参加しているがまとめることに難しさを感じている。

・外国人居住者のゴミ出しマナーが悪い（分別・ゴミを出す曜日） ・該当地区の理事が外国人居住者に対応している。

との苦情がある。近所の方で対応しているが、改善されない。 ・ゴミステーションに市作成のゴミ出しパンフレットを

・庭木を伐採、大量の枝葉をゴミに出したが回収されなかった。 掲示する。

・ゴミ出し時、エレベーターに乗ることが苦痛に感じる。 ・お互い様事業等の利用。地域の方に知ってもらう。

・地域高齢化社会になり、買い物等が困難。買い物はJR本八幡付 ・個人的にできることはないが、コミュニティバス等安

近が中心だが、バス停までの距離もあり大変。 価な運賃で運行して欲しい。

・徒歩しか移動手段がない。高齢のため歩くのが困難な方が多い。 ・チケット75の提案。

タクシーを使うにも台数が少なくなかなか来ない。 ・交通の便が悪いとサロンに誘うこともできない。行

・市役所に用事があっても14号にはバスもなく、歩くこともでき 政に事情を伝える。

ない。チケット75の枚数をもう少し増やして欲しい。 ・ずっと前にバスが廃止。なかなかタクシーもつかまら

・稲荷木地区の方が「ここは孤立している」「どこへ行くにも不便」 ず、いつまでも手をあげ、便利なようで不便な地域。

との声が多い。

・バスがなく、タクシーを呼んでもつかまらないことが多い。

・高齢者にとってバスを利用する機会が少ない。タクシーを呼ぶ

のも大変。直ぐ来てくれない。

・市川駅、本八幡駅へ行くにも歩けない方はタクシーを呼ぶ必要

がある。

・近くにスーパーがなく、バス等を使わなくてはならない。 ・ネットスーパー活用法、移動販売、宅食を教える。

バス利用できない人が買い物難民になっている地域がある。 ・時間があれば、買い物や病院の付き添いを手伝う。

・平田には以前バスが14号を走っていたが廃止された。市川や ・自分はできると頑固な方もいる。見守ることしかで

八幡へ行くのに足が悪いと特に不便。 きない。

・杖をついて歩くことも困難な方が頑張って近くのコンビニに行 ・お互い様事業等の利用。買い物も自分の目で見て購

く姿をよく見掛ける。 入したい方もいる。付き添い等できる人がもっとい

・足が悪くて買い物に行けない。ひとりで行くにも自信がなく、行 ると良い。

きたくても行けない。宅配等もやり方が分からない。

・地域高齢化社会になり、買い物等が困難。
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地区別重点課題について（真間地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆真間地区の重点課題 ・夫の引きこもりが心配、「物忘れ外来」に誘っても行く気がない。 ・地域ケアや高サポに相談するよう話したが、なかな

自分や家族の健康や病気のこと 高サポや地域ケアを紹介するが進展がない。妻が不安を抱えて か足が向かない。妻に会う度に愚痴を聞いている。

老後のこと おり心配。 ・腰痛が酷くなり、近所に住む自分に電話があった。

・独居の方は今は元気だが何かあった時の不安がある。 救急車で搬送しご家族に連絡した。入院から施設入

家族がいる方は配偶者や親の健康に不安があるが、病院や介護 所となった。

◆アンケート結果詳細 認定の説得が難しいという。 ・行政や社協に繋げる。高サポの存在を伝える。

「１．自分や家族の健康や病気のこと」「17.その他」の回答者数が最も多く4人、次いで ・来所者さんの中には自身で気を付けている方もいるが、年齢に ・丁寧に話を聞き、差し支えない範囲で助言・アドバ

「１３．老後のこと」の回答者数が３人といった結果だった。 伴う認知能力の低下等があり今後が心配。 イスをする。

・働き手が病気になった時の不安。

・一人住いになった場合、不安を感じる。 ・法律問題が入り、個人としては難しい。

・相談事がリフォームの話しで、聞いている時に身内は誰もいな 行政の相談制度等が必要。

いため、古い家をどこまでリフォームをしたら良いのか本人が

決定する事がむずかしい。

・成年後見人制度の事を話している時一ヶ月に1万円～3万円か

かるため無理だと言っていた。これからこういう方が多くなる

のではと思う。

・メンタル面でケアが必要な来所者さんがいらっしゃるため、 ・保健所職員の方の研修会でメンタルケアが必要な

その対応は常に気をつける必要がある。 来所者さんの対応の仕方を理解できた。

・精神の方の来所が多い。保健所の方に講習していただき、 ・講習していただき助かった。扱いがとても困難で、

大変勉強になったが、日頃の胸の内にある課題を一気に話して 日々苦心しているスタッフと情報を共有し対応して

くるため、スタッフは苦労している。 いる。

・地域の掲示板を少しずつでも新しくしていただけたらと思う。

昔からの画鋲ではなくマグネットで貼るもので、扉もついて

雨風の日も安心なタイプ。

・ご近所関係が希薄
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地区別重点課題について（菅野・須和田地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆菅野・須和田地区の重点課題 ・地区内で高齢化が進み、施設入所、お子さんの所へ行かれたり ・家の持ち主が分かれば、連絡し対処が可能となる。

空家やゴミ屋敷 で、空き家の数が増え、管理ができず荒れ放題が増えている。 ・空き家主が訪ねてきたタイミングで話をしたいと考

ゴミ出し ・空き家が増えてきている。庭木や雑草の処理ができていない。 えている。

治安・防犯に関すること ・空き家、ゴミ屋敷が多く目立ってきている。行政はどのような対 ・普段使わないものは片付けるか、処分するようにア

応を考えているのか。生活環境が悪くなり、防犯上も問題とな ドバイスしている。

◆アンケート結果詳細 る。今対策をしないと取り返しがつかなくなる。 ・難しい。

「７．空き家やゴミ屋敷」の回答者数が最も多く８人、次いで ・空き家にどの程度手を出してよいのか分からない。

「９．ゴミ出し」、「１２．治安・防犯に関すること」の回答者数が６人といった結果だった。 草を取っても良いのか、道路にはみ出したものはどうすれば

良いか。

・空き家の木や草が生い茂っていたり、塀が傾いており地震が来

たら危ないと感じる。

・買い物が多く、不要になったものを捨てられずにいるので、ゴミ

屋敷化していく。捨てさせる方法はないか。

・防犯上の不安が広がっている。

・担当地域では、家の建て替えや区画変更が多く、新しい区画に ・清掃課に申し込んだが、「規則があるため例外は作

対するゴミ置場が遠くなったため、不便である。 れない」と断られ改善できなかった。

利用家庭数が減ったため、新しいネットが配布されない。 ・高齢者サポーターに連絡した。

・引っ越ししてきた方と、出し方や場所についてもめる。 ・具体的な手伝いをしたいが、本人とのつながり方が

・体力低下により、ゴミ出しが困勤な方がいる。 不明である。

・身体上の不足がある人への支援。 ・ご自宅前に出したものを、伺ってステーションに運ぶ

・少しの距離でも大変、という状況になる方たちが増えている。 お手伝いはできる。ゴミ出しの日に出すものがあれ

さらに対策が必要。 ば連絡をもらい、活動する方法が良い。

・近所に個人宅が増えてきた中で防犯、及びサギ等が必配だ。 ・”電話でサギ”の注意喚起を訪問の都度伝える。

・この1年間でも空き家などの事例を良く聞くことがある。 ・防犯グッズの紹介。

1人住いの高齢者が多くなり防犯対策が難しくなっている。 ・夜間、パトロールに回っている。

・ひとり暮らしのため、押し込み強益、サギ等の不安がある。 昼間は訪問時に玄関を開けないように伝えている。

・空き巣、詐欺(屋根の修理等)や、「なんでも買います」という ・話を聞いてなぐさめた。

ようなことを言われる。

・京葉ガスを装い家に入って来られれ、不安になっている方がい

る。

・見えていない不安が広がっている。

具体的事例
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地区別重点課題について（八幡地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆八幡地区の重点課題 ・自分が病気になったら、倒れたらという心配がある。 ・自分も高齢なので付き添いへの協力が難しい。

自分や家族の健康や病気のこと ・病院受診時の付き添い等の心配。 ・介護申請の勧め、介護サービス（介護保険、自費等）の案内。

治安・防犯に関すること ・本人、家族が病気や要介護状態に直面した際、独居、高齢世帯 ・プライバシーに触れて欲しくないといった反応も

空き家やゴミ屋敷 のため介護の手が少なく、在宅介護に不安を覚える。 多く、できることは限定されると感じる。

・高齢者が増えており、老々介護予備軍の世帯が増えている。 ・病後のリハビリに集まる場（健康体操等）のお手

◆アンケート結果詳細 高齢者の独居もある。 伝い。

「１０．買い物に行くことが困難」の回答者数が最も多く9人、次いで ・認知症への不安。子どもはいるが結婚していない。 ・一人暮らしの方と会った時に挨拶をする。夜に電気

「１．自分や家族の健康や病気のこと」、「７．空き家やゴミ屋敷」の回答者数が7人といった結果 ・加齢とともに病気のことが心配になる。 がついているか等確認をしている。

だった。 ・病気を経験し体調管理に苦労している。子どもも障害認定され

ている。

・近隣に一人暮らしの高齢者がいるが、これから病気や突然死等

何かあった際に心配がある。

・訪問を断ってもなかなか帰らない。玄関を開けないように話し ・声掛け、地域内であった事例を情報として共有する。

ている。 ・近隣の方と知り合いになる。戸締り、知らない方には

・戸締りをしっかりしているが、空き家がちらほらあり、防犯防火 取り合わない。ネットにも注意する。

ので気になる。 ・防犯灯の設置、防犯パトロールの実施。

・夜が心配になる。

・テレビの闇バイト等の報道を見て不安になる。

・一人暮らしの女性の家を不審な男がピンポンして訪ねてくる。

・近隣で泥棒にあった方が多数いる。万一、出くわしてしまったら

と思うととても怖い。怪しい営業も多数ある。

・年齢的になかなかパトロールができず、最近防犯カメラや防犯

灯を設置した。若い人達は玄関先が明るくなると困るとの話も

ある。

・漠然とした不安がある。

・空き家が多く、空き巣等防犯に関する事。 ・空き家については、町会のパトロールを行っている

・家族の核家族化や高齢化に共なって、空家が増えてきている。 注意をはらって見ている。空き家の実態がわからな

ショートステイ等々は参加しているが、子供の未婚化が進んでいる　いため困る時もある。

　ため大きな問題になっている。 ・ゴミ屋敷について、複数回の関わりによる信頼関係

・空き家がチラホラ有り、防犯防火の面で気になる。 　の構築から、自費サービス、介護保険サービス等の

・雨戸が開かず電気も付きっぱなしの状態で、 　案内。

市警察へ連絡して調べてもらったところ亡くなっていた。

・高齢で入院して、空き家になっていたとの事。

・独居高齢者で、認知機能や身住機能の低下により、自宅の環境

整備が困難だが本人が困りごとと認識していない。
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地区別重点課題について（市川東部地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆市川東部地区の重点課題 ・バスの本数が少なくなった。 ・どうしても個人の力では難しいと思う。

交通が不便 ・高齢者の方が病院受診するための交通が不便なため、 病院等への交通手段を考えてもらいたい。

空き家やゴミ屋敷 交通費タクシー代金が多くかかり家計を圧迫している。

・バスの本数が少ない。

タクシーを呼ぶにも台数や運転手が少ない。

◆アンケート結果詳細 ・コミュニティバスの経路が変わり、高齢者の方々が辛そうだ。

「１１．交通が不便」の回答者数が最も多く9人、次いで

「７．空き家やゴミ屋敷」の回答者数が5人といった結果だった。

・高齢者世帯の世帯主が亡くなったり、施設入居等で空き家が ・定期的にパトロールを行っている。

増えて近隣住民から防犯や防災上に不安があると指摘がある。 市にも相談はしているが個人資産の壁がある。

・近隣の方が、台風などには板が飛んで来るなど大変迷惑を ・落ちてきたトタンを片付ける以外はなにも出来ない。

感じている。 ・場所の把握をし、見守るだけ。

・長年空屋になっている家から、トタン板などが落ちてきて困って

いる。

・空き家でガラスが割れていたりして、小動物が中に入らないか

心配。

・パトロールをしていると空屋が多い様に感じる。

防犯面や災害面からも現状が好転すれば良いと思う。

11.交通が不便21人
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地区別重点課題について（信篤・二俣地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆信篤・二俣地区の重点課題 ・病院や買い物に困る。

交通が不便 ・市バスの中止になり、病院への通院の足がなくなった。

買い物に行くことが困難 ・近所のスーパーがなくなり、原木中山までの足がない。

治安・防犯に関すること ・バスがなくなる件。

・バスが無い。

◆アンケート結果詳細 ・京成バスが廃止したことで、京葉道路を超えるのが不便。

「１１．交通が不便」「17.その他」の回答者数が最も多く6人だった。

次いで「１０．買い物に行くことが困難」「１２．治安・防犯に関すること」が多く4人だった。

・コーナンがなくなった。

・ベルクの件で買い物難民がいる。

・コーナン閉店に伴い、買い物の場所が減った。

駅前に店はあるが、行くまでの道が狭く安全面に問題有り。

・コーナン・ベルクが閉店し、不便

・昨年2月末、帰宅中の女性が強盗事件あり ・防犯カメラ、注意喚起

・闇バイト等昔と違い、今後防犯カメラやSECOM等が必要な

時代である。車にもみんなカメラを付けている。

・災害への備え（心の準備含めて）が、不足しているように思う。 ・消防団として

・高谷地区には郵便ポストが少ないため、 ・訪問販売、詐欺の注意喚起

高齢者が手紙を出す場合ポストが遠い

・訪問販売、詐欺等

・地域における防災に対する備えが心配。

・震災等の災害への対策を強化してほしい。

・外国人が増加している。

外国人家族の子育てや、地域での共生について取組んでほし

い。

・防災体制に関すること。
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地区別重点課題について（行徳地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆行徳地区の重点課題 ・高齢者（認知症）単独ではない世帯、子どもと二人暮らし。扶養

認知症の方の徘徊等 扱いのため、サービスが受けにくい。日中の安全等不安がある。

治安・防犯に関すること ・高齢夫婦の二人暮らし、やや認知症。飼っている犬がいなくなっ

たと捜し歩いているとのこと。高サポ担当者と訪問し様子を見

ていく予定。

◆アンケート結果詳細

「６．認知症の方の徘徊等」、「１２．治安・防犯に関すること」の回答者数が最も多く

5人といった結果だった。

・警察を名乗る電話。容疑者が自分のことを知っており、色々教

えて欲しいとのこと。そうゆう方は友人にはいなかった。

・メールにて品物を配達したいが住所がはっきりしないので教え

て欲しいとのこと。そもそも品物を注文していない。

・自転車盗難が増えていると聞く。また、詐欺も増えているような

ので心配。

・空き巣の被害が起きている。防犯カメラ等の設置も考えている。

・アポ電や訪問が時々あるようだ。特に独居高齢者が不安に感じ

ており、相談されることがある。

１．自分や家族の健康や病気のこと

２．子育てに関すること
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地区別重点課題について（南行徳地区）

◆アンケート回答者数 ◆具体的事例等

◆南行徳地区の重点課題 ・家族を介護している方が自身の体調管理のため、毎日歩き、 ・話をよく聞いてあげる。内容により関係機関を紹介

自分や家族の健康や病気のこと 歩けなくならないようにしている。 したり、繋げてあげる。

ゴミ出し ・年々歳を取り、足や膝が痛くなり困っている。

治安・防犯に関すること

老後のこと

◆アンケート結果詳細

「１．自分や家族の健康や病気のこと」の回答者数が最も多く3人、次いで

「９．ゴミ出し」、「１２．治安・防犯に関すること」、「１３．老後のこと」の

回答者数が2人といった結果だった。

・自分の家の前にゴミ出し場所の設置を拒んでいる様子。市の担 ・ゴミ集積場所のチェックをする。

当者と話し合いをしたが状況は変わらない。

・ゴミ出しの曜日を守らない。所定の袋を利用しない。カラスに荒

らされる梱包をしている。

・泥棒が増えている。

・市川市では最近カメラ付き防犯灯が100基設置され、防犯抑

止と動いているがかなり規制があり困っている。当自治会で取

り付け場所は規制NGです。目的は防犯抑止、犯罪が起きた際

にカメラで犯人を特定すること。あまり規制があると必要な場

所に取り付けできないので困る。

・10年後が不安。

・この地域は戸建と集合住宅が集まっている。高齢化すると地域

の催しものへの参加ができなくなり、孤立に向かっていくと思

う。特に集合住宅に住む方たちがその傾向が強いようだ。

どのように孤立防止をすれば良いか。
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